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動き出した超高齢社会の生活
路地裏の長期ケア拠点 ＋ 地域のリサイクルステーション



こ
の
世
に
幸
福
を
も
た
ら
す

●
扉
の
言
葉
　
文
・
證
厳
法
師
　
訳
・
済
運

生
命
を
大
切
に
し
て
、
愛
の
心
を
発
揮
し
、

日
々
敬
虔
に
、
絶
え
ず
幸
福
を
も
た
ら
し
ま
し
ょ
う
。

菜
食
す
る
こ
と
で
命
を
守
り
、
災
害
を
な
く
せ
ば
、

万
事
が
順
調
に
進
み
、
平
穏
で
平
和
な
世
に
な
る
で
し
ょ
う
。

撮影・黄筱哲
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問題に直面している。多くの慈済会所が社会
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表紙

済
運
／
訳

施
燕
芬
／
訳

慈済日本サイト

菩
薩
が
安
ら
ぐ
時

ち
ょ
っ
と
違
っ
た
慈
済
を
見
た

【
行
脚
の
軌
跡
】

【
世
界
に
目
を
向
け
る
】

物
を
大
事
に
す
る　

一
目
見
て
情
が
湧
く

善
耕
／
訳

4

【
編
集
者
の
言
葉
】

【
慈
済
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
】

葉
美
娥
／
訳

【
グ
ロ
ー
バ
ル
慈
善
】

80

国
を
越
え
て
復
興
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

慈
願
／
訳

68

【
證
厳
法
師
の
お
諭
し
】

愛
と
善
は
宝　

情
と
愛
も
宝

超
高
齢
社
会
の
暮
ら
し
に
活
力
を
！

御
山
凛
／
訳

8

林
欣
怡
／
訳

48

葉
美
娥
／
訳

34

台
北
中
山
八
徳
「
惜
福
屋
」
の
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー

古
い
物
は
ト
レ
ン
デ
ィ

マ
レ
ー
シ
ア
、
台
湾

善
耕
／
訳

74

18

2311
10

ス
ペ
イ
ン
の
洪
水
被
害

【
聞
・
思
・
修
】

整
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
楊
雅
琪
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

た
め
込
ま
ず
、
無
駄
に
し
な
い
収
納
術

路
地
裏
の
長
期
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

＋ 

地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

106 100 53

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で



2026・15 慈済ものがたり 4

二
カ
月
前
の
「
行
脚
の
軌
跡
」
の
中
に
、
環
境
問
題
に
関
し
た
特
集
が
あ
り
、
證
厳
法

師
は
こ
う
開
示
し
て
い
た
。
「
大
地
は
万
物
を
生
み
出
し
、
日
用
品
の
原
料
を
製
造
し
、
人
々

の
平
穏
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
人
類
は
問
題
を
起
こ
し
た
り
、
破
壊
を
生
み
出
し

た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
地
球
環
境
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
大
地
に
感
謝
す
る
に
は
、
物
を
愛
し
、
大
切
に
す
べ
き
で
、
『
一
目
見
て
情
が
湧
け

ば
』
、
そ
れ
を
惜
し
む
よ
う
に
な
る
の
で
す
」
。

今
月
号
の
月
刊
誌
『
慈
済
』
で
は
二
人
の
記
者
が
、
台
北
市
街
地
に
あ
る
慈
済
の
「
惜

福
屋
」
を
取
材
し
た
。
「
惜
福
屋
」
と
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
物
や
人
々
の
寄
付
に
よ
る
衣
類
、

書
物
、
日
用
品
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
整
理
、
分
類
し
て
並
べ
た
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。

訪
れ
た
人
は
物
を
選
ん
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
恵
ま
れ
な
い
家
庭
に
寄
贈

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

慈
済
の
多
く
の
環
境
保
全
教
育
セ
ン
タ
ー
に
も
こ
の
よ
う
な
場
所
は
あ
る
が
、「
入
荷
」

の
予
定
が
立
た
ず
、
「
出
荷
」
も
縁
に
よ
る
し
か
な
い
た
め
、
往
々
に
し
て
、
雑
然
と
物

が
置
か
れ
た
場
所
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
設
計
士
の
巧
み
な
手
腕

と
整
理
収
納
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指
導
の
お
陰
で
、
慈
済
中
山
八
徳
惜
福
屋
は
全
く
新

し
い
姿
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
空
間
が
与
え
る
「
親
近
感
」
が
倍
増
し
、
人
々
の
中
古

品
利
用
へ
の
意
欲
を
高
め
、
地
域
に
お
け
る
「
循
環
型
経
済
」
の
模
範
の
場
に
な
っ
た

と
言
え
る
。

日
用
品
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
再
生
さ
れ
る
こ
と
で
、
物
の
寿
命

文
・
呂
祥
芳
（
月
刊
誌
『
慈
済
』
副
編
集
長
） 

訳
・
善
耕

物
を
大
事
に
す
る
　
一
目
見
て
情
が
湧
く

編
集
者
の
言
葉
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が
延
び
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
品
物
を
整
理
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
福

を
惜
し
み
な
が
ら
福
を
修
め
て
お
り
、
奉
仕
す
る
過
程
で
自
ら
の
生
命
価
値
を
も
高
め
て

い
る
の
だ
。

少
子
化
と
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
が

非
常
に
高
く
、
中
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
七
割
以
上
が
六
十
五
歳
以
上
で
あ

る
。
彼
ら
は
数
十
年
一
日
の
如
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
活
動
し
、
台
湾
全
土

に
一
万
一
千
カ
所
以
上
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
回
収
拠
点
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
長
期
ケ
ア
の
場
に
変
え
た
。
つ
ま
り
、
老
化
や
身
体
機
能
の
喪
失
を
効
果
的
に
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
無
料
の
長
期
介
護
が
実
践
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

今
年
、
ア
メ
リ
カ
の
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
が
発
表
し
た
二
〇
二
四
年
度
の
世
界
の

出
生
率
を
見
る
と
、
台
湾
は
二
百
二
十
七
の
国
と
地
域
の
中
で
最
下
位
だ
っ
た
。
一
方
、

台
湾
の
人
口
で
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
が
十
四
％
か
ら
、
今
年
は
二
十
％
に
上
昇
す
る
。

た
っ
た
の
七
年
間
だ
け
で
、
世
界
で
最
も
高
齢
化
が
早
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
超
高
齢
社

会
に
突
入
し
た
台
湾
で
は
、
「
少
子
化
」
と
「
急
速
な
高
齢
化
」
に
よ
り
、
長
期
介
護
の
需

要
問
題
が
急
速
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
お
け
る
健
康
増
進
の
中
心
的
な
内
容

の
一
つ
は
、
高
齢
者
の
身
体
機
能
の
喪
失
や
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
慈
済
が
台
湾
全
土
に
設
け
た
百
二
十
五
の
地
域
ケ
ア
拠
点
で
目
指
し
て
い
る
方

向
で
も
あ
る
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
認
知
刺
激
、
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
及
び
環

境
に
優
し
い
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
活
動
を
通
し
て
、
避
け
ら
れ
な
い
老
化
の
過
程
を

よ
り
健
全
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
慈
済
月
刊
七
〇
七
期
よ
り
）
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S
D
Gs
の

対
象
領
域

貧
困
を
な
く
そ
う

路
地
裏
の
長
期
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン  

＋  

地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

超
高
齢
社
会
の
暮
ら
し
に
活
力
を
！

少
子
化
と
高
齢
化
の
波
は
世
界
に
衝
撃
を
与
え
て
い
る
が
、
台
湾
も
介
護
ニ
ー
ズ
の
急
増

と
い
う
難
題
に
直
面
し
て
い
る
。
慈
済
は
そ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
、
ナ
ー
シ
ン

グ
ホ
ー
ム
や
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
さ
ら
に
各
種
長
期
ケ
ア
拠
点
を
地
域
の
会

所
や
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
広
く
展
開
し
て
い
る
。
高
齢
者
が
生
活
機
能
を
維

持
し
、
自
分
ら
し
く
、
尊
厳
を
も
っ
て
老
い
を
迎
え
る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
え
、
国
連

の
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
を
、
着
実
に
実
践
し
て
い
る
。

3

働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

1

8

す
べ
て
の
人
に

健
康
と
福
祉
を

文
・
葉
子
豪
（
月
刊
誌
『
慈
済
』
執
筆
者
）　

撮
影
・
蕭
耀
華
（
同
月
刊
誌　

撮
影
記
者
）　

訳
・
御
山
凛

台
湾
は
今
年
「
超
高
齢
社
会
」
の
段
階
に

突
入
し
た
。
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
全

体
に
占
め
る
割
合
が
二
割
を
超
え
た
が
、
こ
れ

で
も
台
湾
は
ま
だ
、
「
最
も
高
齢
化
し
た
時
期
」

で
は
な
い
の
だ
。

国
家
発
展
委
員
会
が
発
表
し
た
人
口
推
計
に

よ
る
と
、
二
〇
三
九
年
、
台
湾
の
高
齢
者
人
口

の
割
合
は
三
割
を
突
破
し
、
二
〇
五
九
年
に
は

四
割
を
超
え
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
今
は
若
年
、

壮
年
層
の
未
婚
、
無
子
比
率
が
高
い
た
め
、
将

来
高
齢
期
を
迎
え
た
時
に
は
家
族
の
介
護
に
頼

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
る
。

今
の
高
齢
者
と
将
来
の
高
齢
者
を
適
切
に
ケ

ア
す
る
た
め
に
、
政
府
は
二
〇
〇
七
年
に
「
長

期
ケ
ア
十
年
計
画
（
長
照
一
・
〇
）
」
を
展
開

し
、
二
〇
一
七
年
に
は
現
行
の
介
護
施
策
で
あ

る
「
長
期
ケ
ア
二
・
〇
」
を
導
入
し
た
。
対
象

者
を
拡
大
し
た
だ
け
で
な
く
、
よ
り
重
要
な
の

は
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
全
域
型
介
護
モ
デ
ル
」
を
確
立
し
、

介
護
資
源
を
三
段
階
に
分
け
、
申
請
の
受
理
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
ま
で
、
で
き
る
限
り
、
高

齢
者
が
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
を
離
れ
る
こ
と
な

く
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で

あ
る
。　

約
二
十
年
に
わ
た
る
施
行
と
普
及
の
結
果
、

「
長
照
」
（
長
期
ケ
ア
）
は
一
般
的
な
用
語
と

な
っ
た
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
慈
善
、
医
療
志
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業
を
行
っ
て
き
た
慈
済
は
、
二
十
世
紀
の
六
〇

年
代
と
い
う
早
い
時
期
か
ら
、
「
他
者
に
対
す

る
長
期
ケ
ア
」
の
志
業
を
始
め
て
い
た
。

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
で
は

機
能
回
復
が
最
優
先

「
慈
済
が
最
初
に
長
期
ケ
ア
を
行
っ
た
対
象

は
、
一
九
六
六
年
に
始
め
た
個
別
案
件
の
林

曽
（
リ
ン
・
ヅ
ン
）
お
婆
さ
ん
で
す
」
。
慈
済

長
期
ケ
ア
推
進
セ
ン
タ
ー
副
代
表
の
荘
淑
婷

（
ヅ
ォ
ン
・
ス
ウ
ー
テ
ィ
ン
）
さ
ん
が
詳
し
く

話
し
て
く
れ
た
。
当
時
八
十
歳
を
超
え
て
い
た

林
曽
お
婆
さ
ん
は
、
身
寄
り
の
な
い
未
亡
人
で
、

自
立
し
た
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
衣
食
住
と
行
動
か
ら
最
期
の
葬
儀
に
至

る
ま
で
、
慈
済
が
す
べ
て
の
世
話
を
し
た
。
訪

問
ケ
ア
、
医
者
へ
の
付
き
添
い
な
ど
、
初
期
の

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
慈
善
活
動
は
、
現

在
の
長
期
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
よ
く
似
て

い
る
。

医
療
志
業
が
始
ま
る
と
、
施
設
型
の
長
期
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
を
徐
々
に
展
開
し
た
。
一
九
九
八

年
六
月
、
花
蓮
慈
済
病
院
附
属
の
「
デ
イ
ケ
ア

と
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
、

軽
安
居
」
（
安
心
し
て
過
ご
せ
る
施
設
）
が
正

式
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
れ
は
慈
済
が
初
め
て

提
供
し
た
施
設
型
の
長
期
ケ
ア
施
設
で
あ
り
、

長期ケア専用ダイヤル 1966 を設置し、ニーズ
を検討して、サービスを手配する。

A 全域統合型サービスセンター

長期ケアABC、一目でわかる

衛生福利部は、1 つの郷鎮に 1 つの A 級施設、
1 つの中学校学区に１つの B 級施設、
3 つの村または里に 1 つの C 級施設を
設けることを目標として。

デイケア、リハビリ、ナーシング
ホーム、レスパイトサービス

B 複合型サービスセンター

供食、運動、レクリエーション、
身体機能低下の予防

C 街角長期ケアステーション
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多くの慈済会所では、社会の趨勢に合わせて長期ケア拠点を設置してい

る。高齢者は台中東大静思堂に来て、コーチの指導の下に、中レベルの

運動と「筋肉づくりプログラム」を行っていた。（撮影・劉淑華）
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2024年 2030 年 2050 年 2070 年

3.6 人
2.7 人 1.4 人 1 名

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
宿
泊
型
施
設
は

不
可
欠
で
あ
る
が
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
を
ケ

ア
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
密
着
し
た
長
期
ケ

ア
拠
点
を
広
く
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
政
府

が
長
期
ケ
ア
二
・
〇
施
策
を
推
進
し
た
後
、
慈

済
基
金
会
は
二
〇
一
八
年
に
「
長
期
ケ
ア
推
進

セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
各
県
市
で
各
レ
ベ
ル

の
長
期
ケ
ア
施
設
の
設
置
を
推
進
し
て
い
る
。

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で

授
業
に
参
加
し
て
前
進
を
目
指
す

台
中
清
水
静
思
堂
前
の
木
陰
で
、
高
齢
者
た

ち
が
歩
行
器
を
使
っ
た
り
、
車
椅
子
に
座
っ
た

現
行
法
規
に
定
め
ら
れ
て
い
る
Ｂ
級
施
設
に
属

す
る
。
二
〇
一
四
年
に
は
、
台
中
市
潭
子
区
に

宿
泊
可
能
な
「
台
中
慈
済
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
」

が
設
立
さ
れ
た
。

「
寝
た
き
り
状
態
の
高
齢
者
が
入
所
し
た
ら
、

よ
り
良
い
ケ
ア
を
し
て
、
歩
い
て
退
所
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
車
い
す
で
入
所
し
た

人
に
は
、
毎
日
少
な
く
と
も
数
時
間
は
立
て
る

よ
う
に
し
、
い
つ
の
日
か
自
宅
に
戻
っ
て
家
族

と
共
に
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
」
。

荘
さ
ん
の
説
明
に
よ
る
と
、
従
来
の
ナ
ー

シ
ン
グ
ホ
ー
ム
や
養
護
施
設
の
よ
う
に
、
高
齢

者
が
最
期
ま
で
住
み
続
け
る
の
と
は
異
な
り
、

慈
済
の
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
の
心

身
機
能
の
回
復
に
力
を
入
れ
、
「
自
宅
に
戻
る
」

こ
と
を
最
高
の
理
想
と
目
標
に
し
て
い
る
。
高

齢
者
が
退
院
し
て
自
宅
に
戻
る
前
に
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
家
庭
訪
問
を
し
、

居
住
環
境
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
在
宅

ケ
ア
計
画
を
立
て
た
り
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者

の
自
宅
復
帰
に
適
し
た
環
境
に
し
て
、
家
族
が

引
き
継
い
で
安
心
し
て
介
護
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
嚥
下
や
筋
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
チ
ュ
ー
ブ
抜
去
訓
練
な
ど
の
様
々
な
健
康

促
進
訓
練
を
行
っ
た
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
高
齢
者
の
「
自
宅
復
帰
率
」
は
、
五
十
％
～

六
十
％
に
達
し
た
。

生産者年齢と高齢者の人口比率

１人の高齢者を支える青年と壮年の人口は
減少し続け、将来、彼らの負担はさらに重くなる。

（資料提供：行政院国家発展委員会）
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く
改
善
し
た
。

台
中
の
海
沿
い
に
あ
る
清
水
静
思
堂
は
、
台

湾
全
土
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
段
階
の
長
期
ケ
ア
資
格
を

持
つ
十
五
の
慈
済
会
所
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
高
齢

者
が
「
授
業
」
を
受
け
に
来
る
。

「
天
気
が
良
け
れ
ば
、
高
齢
者
に
日
光
浴
し

な
が
ら
歩
い
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
彼

ら
も
屋
外
で
座
っ
て
い
る
の
が
好
き
な
の
で

す
」
。
慈
済
清
水
総
合
長
期
介
護
施
設
の
呂
怡

静
（
リ
ュ
ウ
・
イ
ー
チ
ン
）
主
任
が
言
っ
た
。

高
齢
者
に
付
き
添
う
介
護
ス
タ
ッ
フ
は
常
に
注

意
力
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

り
し
て
い
た
が
、
移
動
す
る
間
も
介
護
ス
タ
ッ

フ
が
そ
ば
で
世
話
を
し
て
い
た
。
「
次
は
あ
な

た
が
切
る
番
よ
！
」
と
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
陳
碧

玉
（
チ
ェ
ン
・
ビ
ー
ユ
ー
）
さ
ん
が
一
人
の
男

性
利
用
者
に
ハ
サ
ミ
を
手
渡
し
た
。
彼
は
ア
ロ

マ
テ
ィ
カ
ス
を
採
取
す
る
動
作
を
リ
ハ
ビ
リ

と
し
て
行
っ
て
い
た
。
そ
の
七
十
歳
未
満
の

男
性
は
、
慈
済
清
水
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に

通
っ
て
い
る
三
十
数
人
の
利
用
者
の
中
で
は

最
も
若
い
。
脳
卒
中
に
よ
る
片
麻
痺
が
あ
っ
た

が
、
退
院
後
に
静
思
堂
に
来
て
、
デ
イ
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
日
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
活
動
に

参
加
し
て
き
た
こ
と
で
、
体
の
状
態
は
大
き

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は
身
体
機
能
が

あ
る
程
度
衰
え
て
い
た
り
、
身
体
機
能
を
喪
失

し
て
い
る
た
め
、
杖
や
歩
行
器
、
車
椅
子
な
ど

の
補
助
具
に
頼
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
、

食
事
の
時
に
は
呑
み
込
み
の
問
題
が
あ
る
か
ど

う
か
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
細
心

の
注
意
と
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
信

頼
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

七
十
四
歳
の
紀
さ
ん
は
、
両
膝
が
変
形
し

て
手
術
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

は
普
段
、
仕
事
を
し
て
い
る
か
子
育
て
で
忙

し
い
た
め
、
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
の
朝
は
、
車

で
清
水
静
思
堂
ま
で
彼
女
を
送
り
届
け
、
同
年

代
の
「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
」
と
一
緒
に
活
動
に
参

加
し
、
午
後
三
時
か
四
時
ご
ろ
に
迎
え
に
来
て
、

帰
宅
し
て
い
る
。
慈
済
の
長
期
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

に
対
し
て
、
紀
さ
ん
は
と
て
も
満
足
し
て
い
る
。

力
を
尽
く
す
介
護
ス
タ
ッ
フ
、
訪
問
介
護
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
多
く
は
、
い
わ
ば
「
他
人
の

長
期
ケ
ア
を
志
願
し
て
行
う
人
た
ち
」
な
の

で
あ
る
。

「
證
厳
法
師
は
、
『
他
人
の
長
期
ケ
ア
を
す
る

側
に
立
ち
、
さ
れ
る
側
に
な
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
』
と
私
た
ち
を
励
ま
し
て
お
り
、
こ
の
言

葉
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。
私
の
体
は
ま
だ
大

丈
夫
で
、
高
齢
者
の
付
き
添
い
が
で
き
る
と
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的
な
技
能
、
例
え
ば
ベ
ッ
ド
か
ら
の
上
げ
下
ろ

し
、
食
事
介
助
、
経
管
栄
養
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

高
齢
者
ケ
ア
に
は
専
門
的
な
技
能
だ
け
で
な

く
、
何
よ
り
も
「
心
」
が
必
要
で
あ
る
。
陳
さ
ん

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
地
元
の
慈
済
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
介
護
ス
タ
ッ
フ
や
訪
問
介
護
員
の
研

修
に
参
加
し
、
修
了
後
は
静
思
堂
で
定
期
的
に

活
動
す
る
人
も
い
れ
ば
、
外
勤
で
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
人
も
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン

思
っ
た
の
で
、
長
期
ケ
ア
の
仕
事
に
就
き
ま
し

た
」
。
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
陳
碧
玉
さ
ん
は
、
そ

の
仕
事
に
参
加
す
る
前
は
、
す
で
に
定
年
退

職
し
て
暫
く
経
っ
て
い
た
が
、
慈
済
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
全
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
一
八
年
、
清
水
静
思
堂
に
長
期
ケ
ア
拠
点

が
設
立
さ
れ
る
と
、
訪
問
介
護
員
や
介
護
ス

タ
ッ
フ
な
ど
の
専
門
人
材
が
必
要
に
な
っ
た
た

め
、
研
修
に
申
し
込
み
、
高
齢
者
ケ
ア
の
基
本

介護人員は、デイケアを受ける高齢者に付き添い、突発的な状況にも対

応できるよう、慎重にケアしている。この仕事は、専門的な訓練を受け

て初めて務まるのである。
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て
は
全
力
で
協
力
し
て
い
る
。
「
高
齢
の
菩
薩

た
ち
は
、
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
来
て
も
、
初

め
は
元
気
が
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
主
任
や
ス
タ
ッ
フ
の
励
ま
し
に
よ
り
、
今

で
は
と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
。
私
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
王
衍
基
（
ワ
ン
・
イ
ェ
ン

ジ
ー
）
さ
ん
は
、
訪
問
介
護
員
の
訪
問
ケ
ア
に

同
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
時
に
は
利
用
者
の
情

緒
が
不
安
定
な
場
合
に
対
応
す
る
こ
と
も
あ

る
。
他
の
法
縁
者
と
同
様
、
長
期
ケ
ア
に
関
し

ボランティアは、慈済に委託運営している台中市立仁愛長期ケア施設で、

自分と同年代の高齢者と交流し、「他人を支える長期ケアを行い、他人

に介護されない」という理想の老後を実践している。（撮影・張麗雲）
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ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要
を
簡
単
に
説
明
し
た
。

こ
こ
に
来
る
高
齢
者
た
ち
は
自
立
し
て
生
活
で

き
る
能
力
が
あ
り
、
年
齢
は
七
十
代
か
ら
九
十

代
ま
で
様
々
で
、
女
性
が
八
割
以
上
を
占
め
て

い
る
。

「
私
の
人
生
は
こ
こ
で
色
彩
豊
か
に
な
り
ま

し
た
。
み
ん
な
は
『
若
返
っ
た
ね
』
と
言
っ
て

く
れ
ま
す
。
心
が
明
る
く
楽
し
い
と
、
人
は
若
々

し
く
見
え
る
の
で
す
ね
！
」
。
「
班
長
」
を
務
め

る
七
十
八
歳
の
利
用
者
、
蔡
秋
霞
（
ツ
ァ
イ
・

チ
ュ
ウ
シ
ャ
ー
）
さ
ん
が
振
り
返
っ
た
。
十
年

前
に
屋
台
を
店
じ
ま
い
し
て
、
正
式
に
退
職
し

て
か
ら
、
丸
二
年
間
、
家
に
こ
も
っ
て
い
た
。

八
年
前
、
清
水
静
思
堂
で
地
域
密
着
型
長
期
ケ

を
連
れ
て
き
て
、
お
年
寄
り
と
共
に
「
世
代
間

交
流
に
よ
る
学
習
」
を
行
う
。

「
は
い
、
自
分
の
席
に
座
っ
て
！
」
と
介
護

ス
タ
ッ
フ
の
蔡
翠
珍
（
ツ
ァ
イ
・ 

ツ
ウ
ェ
イ

ヅ
ン
）
さ
ん
が
慌
た
だ
し
く
秩
序
を
整
え
た
。

お
や
つ
作
り
の
授
業
は
終
盤
に
差
し
掛
か
り
、

お
年
寄
り
も
子
ど
も
た
ち
も
、
自
分
た
ち
が

作
っ
た
、
餡
に
ジ
ン
ス
ー
穀
物
パ
ウ
ダ
ー
を

使
っ
た
サ
ン
ド
ク
ッ
キ
ー
を
味
わ
っ
た
。

「
皆
、
外
部
の
団
体
が
交
流
に
来
る
と
、
格

別
に
嬉
し
く
な
る
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
自

分
た
ち
の
孫
の
よ
う
な
目
で
見
ま
す
。
そ
う
い

う
感
じ
は
特
別
な
も
の
で
す
」
。
蔡
さ
ん
は
清

水
静
思
堂
レ
ベ
ル
Ｃ
の
地
域
密
着
型
長
期
ケ
ア

ち
は
そ
れ
を
見
て
感
動
し
、
支
え
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
」
。

慈
済
会
所
　

地
域
密
着
型
長
期
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
た
、
清
水
静
思
堂
に
は
、
地
域
密
着
型
長

期
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

が
、
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
比
べ
て
雰
囲
気
は

ず
っ
と
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
利
用
者
た
ち

は
自
立
し
た
行
動
が
と
れ
る
の
で
、
そ
の
多
く

は
徒
歩
、
バ
ス
、
自
転
車
で
や
っ
て
来
る
。
八

月
の
夏
休
み
期
間
に
は
、
放
課
後
教
室
を
運
営

す
る
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
教
室
の
小
学
生

ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
設
さ
れ
る
と
、
彼
女
は

再
び
晩
年
に
輝
き
を
取
り
戻
し
た
。

「
こ
こ
に
来
る
と
た
く
さ
ん
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
が
い
て
、
一
人
が
一
言
話
す
だ
け
で
三
十
も

の
言
葉
に
な
り
ま
す
。
私
は
『
ゼ
ン
タ
ン
グ
ル
』

が
一
番
好
き
で
、
そ
れ
を
描
く
と
気
分
が
と
て

も
明
る
く
な
る
の
で
す
。
水
墨
画
に
も
興
味
が

あ
る
の
で
、
少
し
ず
つ
学
ん
で
い
ま
す
。
運
動

も
大
好
き
で
す
」
と
蔡
さ
ん
が
言
っ
た
。

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、

要
介
護
者
や
寝
た
き
り
の
人
の
ケ
ア
を
重
視
す

る
長
期
ケ
ア
レ
ベ
ル
Ｂ
に
比
べ
、
数
が
最
も
多

く
、
広
く
分
布
し
て
い
る
レ
ベ
ル
Ｃ
の
地
域
密

着
型
長
期
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
予
防
に
重
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点
を
置
い
て
い
る
。
高
齢
者
が
健
康
な
状
態
、

ま
た
は
「
準
健
康
」
な
状
態
の
時
か
ら
参
加
し

て
活
動
す
る
こ
と
で
、
身
体
機
能
の
衰
え
を
遅

ら
せ
、
「
不
健
康
な
余
命
」
を
短
縮
し
、
家
庭

や
社
会
の
長
期
ケ
ア
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
住
ま
い
の
近
く
に
外
出
し
、
社
会

的
な
交
流
を
増
や
せ
る
よ
う
に
、
慈
済
の
長
期

ケ
ア
系
統
は
、
台
湾
全
土
に
百
二
十
五
の
地
域

ケ
ア
拠
点
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
拠
点
は

住
い
の
近
く
に
あ
る
慈
済
会
所
や
リ
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
、
同
時
に
政
府
が
推
進

す
る
健
康
診
断
や
運
動
な
ど
の
予
防
的
な
健
康

増
進
策
と
連
携
し
て
い
る
。
ま
た
蓄
積
さ
れ
た

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク

の
高
い
層
を
特
定
し
、
優
先
的
に
支
援
を
行
う

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

「
台
湾
全
土
に
あ
る
百
以
上
の
地
域
ケ
ア
拠

点
を
運
営
し
て
き
て
、
高
齢
者
は
筋
力
や
下
肢

の
筋
持
久
力
が
非
常
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
年
は
ま
ず

十
八
の
拠
点
か
ら
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋
肉
減

少
症
）
の
普
及
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、『
愛

Ｇ
Ｏ
力 

筋
力
増
強
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
展
開
し

ま
す
」
と
、
慈
済
長
期
ケ
ア
推
進
セ
ン
タ
ー
の

担
当
者
、
賴
珈
文
（
ラ
イ
・
ジ
ャ
ー
ウ
ェ
ン
）清水静思堂デイケアセンターの利用者が、慣れた手つきでアロマティカ

スを採取していた。枝葉は抽出してバルサムに加工できる。生産量は多

くないが、作る過程で手と脳を活性化させ、小さな達成感が得られる。
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を
測
定
す
る
。
半
年
間
規
則
的
に
運

動
を
続
け
た
結
果
、
多
く
の
高
齢
者

は
体
力
の
改
善
を
実
感
し
て
い
る
。

実
は
、
慈
済
は
長
期
ケ
ア
拠
点
で
長

さ
ん
が
詳
し
く
説
明
し
た
。
こ
の
半
年
間
の
活

動
は
二
〇
二
五
年
三
月
に
始
ま
り
、
約
六
百
名

の
高
齢
者
が
「
筋
力
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

参
加
し
た
。

参
加
者
は
ま
ず
事
前
測
定
で
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ

Ｉ
、
体
脂
肪
率
、
筋
肉
量
、
握
力
な
ど
の
運
動

デ
ー
タ
を
記
録
す
る
。
そ
の
後
、
地
域
ケ
ア
拠

点
で
週
に
最
低
一
回
、
講
師
の
指
導
の
下
に
、

ス
ク
ワ
ッ
ト
、
脚
上
げ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ダ
ン

ベ
ル
な
ど
を
使
っ
て
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
ト
レ
ー

年
に
わ
た
っ
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、
熱
心
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
自
費
で
運
動
指
導
の
訓
練
を
受

け
、
連
絡
所
や
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
戻
っ
て
、
高
齢
者
に
教
え
て

い
る
。
「
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
、

一
週
間
に
少
な
く
と
も
一
回
、
練
習
す

る
こ
と
は
健
康
に
良
い
と
伝
え
て
い
ま

す
」
。
自
費
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
董
寿
梅
（
ド
ン
・
ス
ォ
ウ

ニ
ン
グ
を
行
う
。
運
動
後
に
は
、
ジ
ン
ス
ー
豆

乳
パ
ウ
ダ
ー
を
溶
か
し
た
飲
み
物
を
摂
取
し
て

タ
ン
パ
ク
質
を
補
給
し
、
筋
肉
の
修
復
と
増
大

を
促
す
。
「
高
齢
者
は
若
者
の
よ
う
に
筋
肉
量

を
急
速
に
増
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
で

き
る
限
り
現
状
の
筋
肉
量
を
維
持
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
」
と
述
べ
た
。

高
齢
の
利
用
者
た
ち
は
毎
週
コ
ー
チ
の
指
導

の
下
に
、
中
レ
ベ
ル
の
運
動
を
行
い
、
毎
月
定

期
的
に
体
重
、
筋
肉
量
、
握
力
な
ど
の
デ
ー
タ

慈
済
清
水
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
園
芸
、

音
楽
、
運
動
な
ど
多
彩
な
活
動
を
提
供
し
て
お

り
、
高
齢
者
は
家
か
ら
出
て
授
業
に
参
加
す
る

こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
。
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る
こ
と
で
、
認
知
症
の
予
防
・
進
行
遅
延
が
可

能
』
と
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
私
は
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
『
社
会
的
処

方
箋
』
と
設
計
し
、
運
動
や
認
知
機
能
の
促
進

を
組
み
込
ん
で
、
慈
済
の
拠
点
で
実
践
し
て
い

ま
す
」
。

李
主
任
は
、
七
十
歳
を
超
え
た
慈
済
の
リ
サ

イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
観
察
す
る
う
ち
に
、

そ
の
多
く
が
血
圧
・
血
糖
・
血
中
脂
質
の
異
常

や
慢
性
疾
患
を
抱
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
年
代
の
人
よ
り
も
は
る
か
に
活
力
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
環
境
保
全
活
動
や
他
者

へ
の
奉
仕
を
通
じ
て
、
運
動
と
脳
の
活
性
化
、

人
と
の
交
流
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自

や
聴
力
の
問
題
が
現
れ
た
場
合
は
、
眼
鏡
や
補

聴
器
を
使
用
さ
せ
、
視
覚
や
聴
覚
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
認
知
機
能
の
低
下
を
遅
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
健
康
的
な
食
生
活
と
規
則
的
な

運
動
に
よ
っ
て
、
体
重
・
血
圧
・
血
糖
値
・
血

中
脂
質
の
四
つ
を
下
げ
る
こ
と
で
、
発
症
率
を
約

十
二
％
減
ら
す
こ
と
を
で
き
る
の
で
す
」
。

李
主
任
は
、
個
人
で
で
き
る
認
知
症
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
る
。
外
出

し
て
自
分
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
も
、
認
知

症
予
防
や
う
つ
状
態
の
解
消
に
効
果
的
で
あ
る

と
述
べ
た
。
「
数
年
前
に
国
民
健
康
署
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
、
『
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
参
加
す

て
い
る
。

「
国
家
衛
生
研
究
院
の
統
計
に
よ
る
と
、

二
〇
二
四
年
の
台
湾
の
認
知

症
人
口
は

三
十
五
万
人
で
、
高
齢
者
人
口
の
約
八
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
進
行
過
程
で
は
、

六
十
六
％
の
人
に
精
神
行
動
的
な
症
状
が
現

れ
、
理
由
の
な
い
不
安
や
パ
ニ
ッ
ク
、
う
つ
症

状
が
現
れ
ま
す
」
と
、
台
北
慈
済
病
院
老
年
精

神
科
の
李
嘉
富
（
リ
ー
・ 

ジ
ャ
ー
フ
ー
）
主
任

が
、
台
湾
の
高
齢
者
の
認
知
症
の
概
況
を
簡
潔

に
説
明
し
た
。

現
在
、
認
知
症
は
ま
だ
治
癒
で
き
な
い
が
、

幸
い
な
こ
と
に
、
認
知
症
の
約
四
十
五
％
は
予

防
と
遅
延
が
可
能
で
あ
る
。
「
高
齢
者
に
視
力

メ
イ
）
さ
ん
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
や
レ
ベ

ル
を
高
齢
者
に
適
し
た
も
の
に
調
整
し
、
運
動

し
に
来
る
よ
う
高
齢
者
を
励
ま
し
て
い
る
。

認
知
症
予
防
に

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
効
果
的

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
か
ら
派
生
す
る
身
体
的
衰
弱

や
身
体
機
能
の
喪
失
だ
け
で
な
く
、
認
知
症
や

う
つ
病
も
高
齢
者
の
生
活
に
重
大
な
リ
ス
ク
を

も
た
ら
す
。
慈
済
長
期
ケ
ア
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、

慈
善
、
医
療
チ
ー
ム
を
統
合
し
て
長
期
ケ
ア
拠

点
を
設
立
し
、
地
域
社
会
の
資
源
を
有
効
活
用

し
て
、
認
知
症
の
予
防
と
進
行
抑
制
を
推
進
し
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な
が
り
、
ま
す
ま
す
貴
重
に
な
る
若
年
労
働
力

が
経
済
成
長
に
投
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
慈

済
が
台
湾
全
土
に
立
ち
上
げ
た
長
期
ケ
ア
拠
点

と
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
専
門
能
力
の
育
成

は
、
継
続
し
て
健
康
ケ
ア
行
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
述
の
目
標
達
成
に
貢

献
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
高
齢
者
が
身

体
機
能
を
喪
失
せ
ず
、
自
身
の
良
能
を
発
揮
し

て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

「
で
す
か
ら
、
慈
済
の
長
期
ケ
ア
は
、
他
人

を
ケ
ア
す
る
の
で
あ
り
、
他
人
に
ケ
ア
し
て
も

ら
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

社
会
資
源
を
使
わ
ず
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る

立
し
た
生
活
機
能
を
維
持
で
き
る
と
い
う
。「
介

護
に
お
金
を
か
け
る
必
要
が
な
く
、
毎
月
三
万

元
以
上
得
を
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
！
」
李
主

任
は
笑
い
な
が
ら
、
「
で
す
か
ら
、
慈
済
の
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
最
高
の
デ
イ
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
と
言
え
ま
す
」
と
言
っ
た
。

健
康
促
進
　
老
い
て
も
衰
え
な
い

国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
対
応
し

て
、
適
切
な
健
康
増
進
と
長
期
ケ
ア
施
策
は
、

高
齢
者
の
健
康
福
祉
を
促
進
す
る
だ
け
で
な

く
、
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
失
っ
た
り
、
貧
困

に
陥
っ
た
り
す
る
状
況
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ

   五全サービス　

慈済長期ケア推進センター

慈済長期ケア資源は隣近所にある

全人：心身全体のケア
全家：家族全員を支援
全隊：スタッフ全員による支援
全程：全過程でフォロー
全コミュニティー：地域全体で見守る

   地域拠点　
48 カ所の在宅ケア施設・デイケアセンター、125 の地域
拠点が、体力トレーニング、認知機能の刺激、心のサ
ポートを提供。

   地域拠点　
18 の拠点で「愛 GO 力 筋力増強プログラム」を推進。
高齢者が運動を通じて筋力を増強化させ、機能低下の進
行を遅らせている。

   筋力増強活動　

   地域拠点　
20 のプラットフォーム、135 の拠点によって、エコ福祉
用具がより手軽に利用できるようになった。

   福祉用具のシェア　

   地域拠点　
89 カ所の健康ケア小拠点で測定し、「880 健康管理・介
護アプリ」にアップロードされた、血圧、血糖値、血中
酸素濃度などの生理データは、遠隔モニタリングにより、
急性重症化の予防を行っている。

   スマート医療　
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ピ
ー
ド
を
緩
め
、
人
生
で
介
護
を
受
け
る
必
要

の
あ
る
時
期
を
短
く
し
、
地
域
で
安
心
し
て
老

い
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
、
早
め
の

準
備
と
行
動
が
あ
っ
て
こ
そ
、
未
来
の
「
老
い

て
も
衰
え
な
い
」
人
生
を
予
見
で
き
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　

（
慈
済
月
刊
七
〇
七
期
よ
り)

の
で
す
」
と
、
慈
済
基
金
会
の
顔
博
文
（
イ
ェ
ン 

ボ
ー
ウ
ェ
ン
）
執
行
長
が
改
め
て
強
調
し
た
。

未
来
を
考
え
る
と
、
台
湾
の
少
子
化
と
人
口

の
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
健
康
増
進
と

適
切
な
長
期
ケ
ア
施
策
を
通
じ
て
、
高
齢
期
を

「
楽
し
い
老
後
」
に
変
え
、
高
齢
者
の
衰
弱
ス

高齢者たちは、回収された資源の分別に集中し、一つ一つの動作で手と

目の協調性を鍛えていた。さらに、人と頻繁に交流することも、認知機

能の低下を遅らせることができる。このため、リサイクルステーション

は「最高のデイケアセンター」と評されている。（撮影・黃筱哲）



で
シ
ン
プ
ル
な
雰
囲
気
が
、
視
覚
的
な
快
適
さ

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

「
惜
福
屋
」
一
階
の
左
に
あ
る
カ
ウ
ン
タ
ー

に
は
、
目
を
見
張
る
ば
か
り
の
装
飾
品
が
陳
列

さ
れ
、
コ
の
字
の
形
に
置
か
れ
た
三
つ
の
古
い

本
棚
に
は
古
本
、
Ｃ
Ｄ
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
が
並

べ
ら
れ
、
そ
し
て
中
央
に
は
木
の
パ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
作
ら
れ
た
て
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
置
か

れ
、
来
客
が
そ
こ
に
座
っ
て
読
書
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
「
惜

墨
区
」
（
文
化
を
大
切
に
す
る
意
味
）
と
い
う

名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
二
階
に
は
、
古
着
を

展
示
し
た
「
惜
衣
区
」
と
、
中
古
日
用
品
や
電

気
製
品
が
陳
列
さ
れ
た
「
惜
金
区
」
が
あ
る
。

「
惜
福
屋
」
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
運
用
が
始

文
・
周
伝
斌
（
月
刊
誌
『
慈
済
』
執
筆
者
）　

撮
影
・
蕭
耀
華
（
同
月
刊
誌　

撮
影
者
）　

訳
・
葉
美
娥

慈
済
台
北
中
山
八
徳
共
修
所
に
行
く
と
、

左
側
に
変
わ
っ
た
作
り
の
扉
が
あ
り
、

そ
の
横
に
あ
る
ミ
ン
ト
グ
リ
ー
ン
色
の
木
の
板

に
白
い
「
惜
福
屋
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
か
か
っ

て
い
る
。
そ
し
て
扉
の
上
に
は
、
円
の
中
に
交

差
す
る
数
本
の
黒
い
線
で
「
惜
」
の
字
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
ロ
ゴ
の
下
に
、
英
語
で
「T

R
E
A
S
U
R
E
 

S
P
A
C
E

」
と
書
か
れ
て
お
り
、
扉
を
く
ぐ
る
と
「
宝

島
」
に
来
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
の
冷
気
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
の
中
に
入

る
と
、
柔
ら
か
い
照
明
が
白
い
壁
を
照
ら
し
、

正
方
高
卓
の
上
に
は
上
品
な
盆
栽
が
置
か
れ
、

壁
に
飾
ら
れ
た
「
惜
福
屋
」
の
ロ
ゴ
が
映
え
て
い

た
。
故
意
に
余
白
を
設
け
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

慈
済
台
北
中
山
八
徳
共
修
所
に
あ
る
「
惜
福
屋
」
は
、

リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
溢
れ
た
中
古
品
の
陳
列
問
題
が
解
決
さ
れ
、

秩
序
あ
る
美
を
醸
し
出
し
た
。
環
境
保
全
と
大
衆
の
感
情
を
結
び
つ
け
た
設
計
に
な
っ
て
お
り
、

「
宝
探
し
で
物
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
、

持
続
可
能
性
の
概
念
を
目
に
見
え
る
形
に
し
て
い
る
。
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こ
の
手
で

地
球
を
守
ろ
う

台
北
中
山
八
徳
「
惜
福
屋
㊟

」
の

ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー

古
い
物
は
ト
レ
ン
デ
ィ

㊟
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
実
践
す
る
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ



ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
品
物
は

慈
済
台
北
中
山
八
徳
共
修
所

に
あ
る
環
境
保
全
教
育
セ
ン

タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
の
手
に
よ
っ
て
整
理
・
修

理
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
だ

が
、
中
に
は
新
品
同
様
の
物

も
あ
り
、
棚
に
並
べ
ら
れ
た

後
、
縁
の
あ
る
持
ち
主
が
見

つ
か
っ
て
、
さ
ら
に
長
く
使

い
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
か

つ
て
「
惜
福
屋
」
は
、
古
く

て
狭
い
と
い
う
印
象
が
あ
っ

た
が
、
原
則
と
し
て
大
規
模
な
改
造
を
せ
ず
、

空
間
設
計
と
木
工
技
術
だ
け
で
、
見
違
え
る
よ

う
な
効
果
を
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の
物
を

「
惜
福
屋
」
に

「
私
た
ち
は
地
球
か
ら
資
源
を
借
用
し
て
い

惜
福
屋
に
入
る
と
、
シ
ン
プ
ル
で
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
光
景
に
目
を
奪
わ

れ
る
。
白
い
壁
の
後
ろ
は
古
本
エ
リ

ア
で
、
本
好
き
の
人
た
ち
に
静
か
な

宝
探
し
の
空
間
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
す
が
、
使
っ
た
後
は
ど
う
や
っ
て
地
球
に
返

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
環
境
保
全
と
持

続
可
能
性
と
は
こ
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と

「
惜
福
屋
」
の
改
造
を
担
当
し
たA

t
e
l
i
e
r
 

Ａ

Ｇ
Ｉ
の
創
設
者
、
李
政
宜
（
リ
ー
・
ヅ
ン
イ
ー
）

さ
ん
は
こ
う
説
明
し
た
。

改
造
工
事
は
二
〇
二
四
年
十
月
に
始
ま
っ

た
。
こ
の
「
中
古
品
エ
リ
ア
の
設
計
・
改
造
プ
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
環
境
部
資
源
循
環
署
の
委

託
を
受
け
て
台
湾
設
計
研
究
所
が
行
い
、
中
古

市
場
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
と
大
衆
が
中
古
品
を
選

ぶ
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
よ
り
多
く

の
若
者
を
惹
き
つ
け
て
、
若
者
と
高
齢
者
の
双

方
に
利
益
を
も
た
ら
す
環
境
を
整
備
し
た
い
と

考
え
た
。
中
山
八
徳
の
惜
福
屋
は
、
そ
の
模
範

拠
点
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
選
ん
で
整
理
し
た
衣
類
を
「
惜
福
屋
」
に
持
っ
て

く
る
。
以
前
は
固
定
式
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ッ
ク
に
分
類
し

て
掛
け
て
い
た
が
、
そ
の
数
が
増
え
る
に
つ
れ
て
場

所
が
手
狭
に
な
っ
て
い
た
（
写
真
下　

写
真
提
供
・

李
政
宜
）
。
改
造
し
た
後
、
移
動
式
で
陳
列
し
た
と

こ
ろ
、
移
動
が
便
利
で
、
ス
ペ
ー
ス
の
使
い
勝
手
が

よ
く
な
っ
た
（
写
真
右
）
。
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醸
し
出
し
て
い
る
。
一
番
奥
は
「
惜
金
区
」
で
、

食
器
や
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
、
お
も
ち
ゃ
、
電
気
製

品
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
区
域
に
置
か
れ
て
い

る
が
、
同
じ
よ
う
な
美
し
い
ス
タ
イ
ル
で
統
一

さ
れ
て
い
る
。
白
い
陳
列
棚
と
木
製
フ
レ
ー
ム
、

色
と
材
質
が
空
間
の
一
貫
性
を
保
っ
て
い
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
の
後
、
若
い
世
代
の
来
客
数
が

明
ら
か
に
多
く
な
っ
た
。
今
年
九
月
の
新
学
期

が
始
ま
っ
た
頃
に
数
日
間
当
番
を
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
張
和
倫
（
ヅ
ァ
ン
・
ホ
ー
ル
ン
）
さ
ん

は
、
「
数
日
前
、
イ
ン
ド
人
の
女
子
学
生
た
ち

が
入
っ
て
来
た
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
間
も
な

く
、
男
子
学
生
も
来
ま
し
た
」
と
言
っ
た
。
張

さ
ん
は
、
そ
の
男
子
学
生
た
ち
は
、
先
に
来
た

女
子
学
生
た
ち
の
紹
介
で
来
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
た
。

二
十
年
以
上
環
境
保
全
に
尽
力
し
て
き
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
許
武
嵩
（
シ
ュ
ー
・
ウ
ー
ソ
ン
）

さ
ん
に
よ
る
と
、
中
山
八
徳
共
修
所
は
、
環
境

保
全
教
育
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
り
、
人
々
の
環
境

を
愛
護
す
る
心
を
啓
発
し
て
い
る
。
最
善
の

方
法
は
自
分
で
実
践
す
る
こ
と
で
あ
り
、
た

と
え
ば
多
く
の
定
年
退
職
の
年
齢
を
超
え
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
今
で
も
毎
日
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
来
て
、
電
気
製
品
の
仕
分
け
や
修

理
を
し
て
い
る
こ
と
で
も
分
か
る
。
こ
れ
ら
の

努
力
は
肯
定
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
先
ず
セ
ン

タ
ー
に
足
を
踏
み
入
れ
て
も
ら
う
縁
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

許
さ
ん
は
「
惜
福
屋
」
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

よ
る
変
化
を
気
に
入
っ
て
い
る
。
「
品
物
が
き

ち
ん
と
陳
列
さ
れ
て
い
れ
ば
、
人
々
は
そ
れ
を

も
っ
と
大
切
に
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
彼

は
言
っ
た
。
優
れ
た
空
間
設
計
と
配
慮
さ
れ
た

陳
列
は
、
人
々
の
中
古
品
に
対
す
る
認
識
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
李
さ
ん
は
例
を
挙
げ

た
。
「
日
本
人
は
あ
ら
ゆ
る
物
に
は
魂
が
宿
っ

て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
着
た
こ
と
が
あ
る

服
や
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
物
は
、
長
い
間
役
に

立
ち
、
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
れ

ら
と
別
れ
を
告
げ
る
時
は
、
良
い
所
に
た
ど
り

着
い
て
ほ
し
い
と
願
う
の
で
す
」
。

設
計
と
改
造
を
経
て
、
衣
料
品
コ
ー
ナ
ー
に

は
七
台
の
移
動
収
納
棚
が
設
置
さ
れ
、
様
々
な

種
類
の
衣
料
品
が
分
類
し
て
掛
け
て
あ
り
、
衣

料
品
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
じ
っ
く
り
と
選
ぶ
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て

い
る
。
収
納
棚
に
は
キ
ャ
ス
タ
ー
が
付
い
て
い

る
の
で
、
移
動
が
と
て
も
便
利
だ
。
ス
ペ
ー
ス

を
有
効
に
使
え
る
と
同
時
に
、
高
齢
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
配
慮
も
感
じ
ら
れ
る
。

「
惜
衣
区
」
の
窓
際
に
は
長
い
テ
ー
ブ
ル
と

ハ
イ
チ
ェ
ア
が
並
ん
で
い
る
。
赤
み
が
か
っ
た

ラ
イ
ト
ブ
ラ
ウ
ン
色
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
に

は
、
鉄
パ
イ
プ
の
ハ
ン
ガ
ー
レ
ー
ル
が
取
り
付

け
て
あ
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
な
雰
囲
気
を
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リ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
設
計
士
チ
ー
ム
は
、
同
じ

理
念
を
持
っ
て
い
た
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
異
な
っ

て
い
た
。
双
方
は
調
整
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、

相
互
理
解
と
尊
重
が
必
要
と
さ
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
江
旻
真
（
ジ
ャ
ン
・
ミ
ン

ヅ
ン
）
さ
ん
に
よ
る
と
、
「
惜
福
屋
」
の
秩
序

を
保
つ
の
は
容
易
で
は
な
い
そ
う
だ
。
人
々
が

宝
物
を
探
し
に
来
る
と
、
展
示
さ
れ
て
い
る
衣

服
や
品
物
は
ど
う
し
て
も
散
ら
か
っ
て
し
ま

う
。
毎
日
在
庫
補
充
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
当

番
を
し
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
営
利
事
業

の
よ
う
に
専
属
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
の
と
は
違

う
上
に
、
人
々
か
ら
絶
え
ず
衣
類
や
日
用
品
が

寄
付
さ
れ
る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
品
物

の
陳
列
や
整
理
に
対
応
す
る
の
は
一
層
難
し

く
な
っ
た
。

李
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
問
題
を
理
解

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
に
収
納
知
識
を
提
供

す
る
た
め
に
、
「
収
納
す
る
幸
せ
」
チ
ー
ム
の

「
惜
金
区
」
の
中
古
食
器
は
、
種
類
別
に
オ
ー
プ
ン

形
式
の
陳
列
棚
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
（
写
真
右
）
。

「
惜
衣
区
」
に
は
、
有
孔
ボ
ー
ド
が
あ
り
、
回
収
が

さ
れ
た
木
の
板
、
木
製
パ
レ
ッ
ト
、
山
形
鋼
、
キ
ャ

ス
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
整
理
、
展
示
し
て
い
る
。
李

政
宜
さ
ん
は
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

探
し
て
き
て
、
環
境
保
全
に
役
立
つ
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」
と
言
っ
た
（
写
真
左
）
。
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時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
陳
松
田
（
チ
ェ
ン
・
ソ
ン

テ
ィ
エ
ン
）
さ
ん
と
蕭
秀
珠
（
シ
ョ
ウ
・
シ
ユ
ウ

ヅ
ゥ
ー
）
さ
ん
は
、
八
徳
市
場
前
で
回
収
資
源

の
分
別
を
始
め
た
。
す
る
と
、
益
々
多
く
の
人

が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
場
の
隣
の
廃

棄
さ
れ
て
い
た
ト
タ
ン
屋
根
の
小
屋
が
、
二
〇

一
六
年
に
慈
済
中
山
八
徳
共
修
所
と
な
っ
た
。

時
代
の
変
化
に
伴
い
、
八
徳
市
場
が
取
り
壊

さ
れ
、
会
所
の
あ
る
エ
リ
ア
も
賑
や
か
な
場
所

へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。
周
り
の
建
物
は
、
斬
新

な
住
宅
や
観
光
ホ
テ
ル
に
変
わ
っ
た
。
共
修
所

も
少
な
か
ら
ぬ
変
化
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
セ
ン

タ
ー
の
雨
除
け
テ
ン
ト
を
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
と

ア
ク
リ
ル
板
に
取
り
換
え
た
こ
と
で
、
都
会
の

業
種
を
越
え
た
協
力
で

民
衆
に
優
し
い
外
観
を
創
出

「
惜
福
屋
」
は
、
「
収
納
す
る
幸
せ
」
チ
ー
ム

に
協
力
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
方

法
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
「
惜
福
屋
」
に
あ
る
中
古
品
を
他
の
慈
善

団
体
に
寄
付
し
た
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
拠
点
で
あ

る
「
次
は
未
来
村
駅
」
に
中
古
の
家
電
を
提
供

し
た
り
、
脳
性
麻
痺
の
子
供
た
ち
が
手
工
芸
を

学
べ
る
よ
う
に
、
「
萱
芸
新
知
ケ
ア
協
会
」
に

デ
ニ
ム
ジ
ー
ン
ズ
を
寄
付
し
た
り
し
て
い
る
。

慈
済
中
山
八
徳
共
修
所
で
は
、
二
〇
二
五
年

一
月
よ
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
数
多
く
開

責
任
者
で
あ
る
楊
雅
琪
（
ヤ
ン
・
ヤ
ー
チ
ー
）

さ
ん
に
、
支
援
に
来
て
も
ら
っ
た
。
最
初
は
数

回
に
分
け
て
収
納
方
法
を
教
え
る
つ
も
り
だ
っ

た
が
、
後
に
は
長
期
的
な
協
力
関
係
に
発
展
し

た
。
楊
さ
ん
は
中
山
八
徳
共
修
所
の
立
地
に
目

を
つ
け
、
指
導
に
相
応
し
い
場
所
で
あ
る
こ
と

と
、
「
惜
福
屋
」
も
人
々
が
収
納
を
学
ぶ
理
想

的
な
場
所
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

現
在
「
収
納
す
る
幸
せ
」
チ
ー
ム
は
、
月
に

二
回
の
収
納
実
践
ク
ラ
ス
を
開
催
し
て
い
る
。

人
々
に
開
放
し
て
い
る
他
、
定
員
五
名
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
傍
聴
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
相
互
に
良
好
な
共
善
関
係
が

築
か
れ
、
協
力
関
係
は
一
年
近
く
続
い
て
い
る
。

か
れ
て
い
る
。
八
月
二
十
三
日
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
電
気
製

品
、
衣
類
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
提
供
し
た

ほ
か
、
美
味
し
い
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
料
理
も
用
意

し
た
。
ま
た
、
桃
園
県
の
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
構
成
す
る
バ
ン
ド
「Easy 

Band

」
が
、
ポ
ッ

プ
ソ
ン
グ
や
「
大
愛
」
ド
ラ
マ
の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
を
演
奏
し
た
り
、
歌
っ
た
り
し
て
会
場
を
盛

り
上
げ
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
小
規
模
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
よ
う
な
も
の
で
、
多
く
の
高
齢
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

三
十
五
年
前
、
證
厳
法
師
が
「
拍
手
す
る
両
手

で
環
境
保
全
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
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景
観
に
配
慮
す
る
と
共
に
、
省
エ
ネ
に
も
対
応

し
て
い
る
。
時
代
と
環
境
は
絶
え
ず
変
化
し
て

お
り
、
長
年
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
我
が
家

と
し
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
日
々
の

活
動
の
変
化
に
も
常
に
適
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

現
在
の
「
惜
福
屋
」
の
姿
は
、
台
湾
設
計
研

究
所
とA

t
e
l
i
e
r
 

Ａ
Ｇ
Ｉ
設
計
事
務
所
、
廃
棄

物
を
再
利
用
す
る
「
廃
棄
物
の
救
世
主
」
、
及

び
慈
済
基
金
会
の
協
力
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の

で
、
一
見
偶
然
の
産
物
の
よ
う
に
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
歴
史
の
過
程
に
お
け
る
必
然
的

な
変
化
で
も
あ
る
の
だ
。
変
わ
ら
な
い
の
は
、

そ
の
名
称
で
あ
り
、
「
物
を
惜
し
む
こ
と
は
、

即
ち
福
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
な
の
で
あ
る
。

以
前
の
実
用
的
で
控
え
め
だ
っ
た
「
惜
福
屋
」
は
、
少
し
う
す

暗
か
っ
た
（
写
真
左　

写
真
提
供
・
李
政
宜
）
。
改
造
後
、
ロ
ゴ

を
通
し
て
理
念
を
伝
え
、
温
か
み
の
あ
る
照
明
に
シ
ン
プ
ル
な

デ
ザ
イ
ン
で
、
「
宝
探
し
」
に
優
雅
さ
と
新
鮮
さ
を
吹
き
込
み
、

人
々
に
入
る
楽
し
み
を
与
え
て
い
る
（
写
真
右
）
。

(

慈
済
月
刊
七
〇
七
期
よ
り)



ト
は
、
文
具
棚
を
整
理
し
な
が
ら
、
「
こ
う
い

う
ソ
フ
ト
タ
イ
プ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
一
カ
所
に

集
め
、
色
ご
と
に
分
類
す
る
と
見
た
目
も
き
れ

い
で
、
欲
し
い
物
が
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
」

と
言
っ
た
。
整
理
の
過
程
で
は
、
物
の
特
徴

や
種
類
に
基
づ
い
て
分
類
す
る
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
使
う
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
ど
う
す

れ
ば
取
り
や
す
く
な
る
か
を
考
え
る
こ
と
も

大
切
だ
。

二
〇
二
五
年
六
月
か
ら
、
「
収
納
す
る
幸
せ
」

は
慈
済
中
山
八
徳
共
修
所
と
協
力
し
て
、
毎
月

二
回
、
人
々
に
整
理
実
践
ク
ラ
ス
を
開
催
し
て

や
収
納
の
心
得
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
後
、
一
行
は
「
惜
福
屋
」

の
「
惜
金
区
」
と
「
惜
衣
区
」
で
実
践
し
て
み
た
。

「
保
温
マ
グ
の
よ
う
な
比
較
的
よ
く
使
わ
れ

る
物
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゾ
ー
ン
」
、
つ
ま
り
肩

の
高
さ
あ
た
り
に
置
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
。

黄
さ
ん
は
、
惜
福
屋
に
来
る
人
た
ち
が
最
も
よ

く
手
に
取
る
と
思
わ
れ
る
品
を
、
取
り
や
す
い

棚
の
位
置
に
並
べ
て
い
る
と
話
す
。
そ
し
て
、

日
用
品
の
棚
に
置
か
れ
て
い
た
お
も
ち
ゃ
や
野

球
用
品
に
対
し
て
、
「
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入

ら
な
い
物
は
、
別
の
と
こ
ろ
に
移
し
ま
す
」
と

言
っ
た
。

講
座
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
整
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン

（
リ
ュ
ウ
・
ジ
ャ
ー
イ
ン
）
さ
ん
は
、
目
の
前

の
十
人
の
受
講
者
に
そ
う
語
り
か
け
た
。
整
理

自
分
が
使
わ
な
い
物
を
整
理
し
、

そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
人
と
シ
ェ
ア
す
る
。

こ
の
よ
う
な
循
環
の
仕
組
み
を
通
し
て
、

モ
ノ
が
流
れ
続
け
、
ム
ダ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

こ
れ
も
、
整
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

「
惜
福
屋
㊟
」
が
目
指
し
て
い
る
方
向
で
あ
る
。

文
・
周
伝
斌
（
月
刊
誌
『
慈
済
』
執
筆
者
）　

写
真
提
供
・
楊
雅
琪
（
収
納
す
る
幸
せ
・
運
営
長
）
訳
・
林
欣
怡

整
理
に
は
、
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
！
」
と

「
収
納
す
る
幸
せ
」
の
講
師
・
劉
佳
穎

㊟
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
実
践
す
る
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ

「
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物
を
あ
ち
こ
ち
に
移
動
さ
せ
て
い
る
だ
け
と
同

じ
な
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
に
時
間
を
使
う
必

要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
先
ず
要
ら
な
い
物

に
家
を
出
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
う
し
て
初
め
て
、

整
理
の
時
間
を
短
く
で
き
る
の
で
す
」
と
楊

さ
ん
が
言
っ
た
。「
断
捨
離
と
収
納
、
こ
の
二
つ

こ
そ
が
、
私
た
ち
の
会
社
の
コ
ア
・
バ
リ
ュ
ー

な
の
で
す
」。

こ
の
考
え
方
は
、
惜
福
屋
に
も
同
じ
よ
う
に

当
て
は
ま
る
。
古
い
商
品
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
次
々

と
集
ま
っ
て
く
る
中
古
品
は
棚
に
並
ぶ
機
会
を

失
い
、
結
果
と
し
て
モ
ノ
の
流
れ
が
滞
っ
て
し

ま
う
の
だ
。

い
る
。
「
こ
こ
ほ
ど
実
践
的
な
場
所
は
他
に
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
、「
収
納
す
る
幸
せ
」
運
営
長

の
楊
雅
琪
（
ヤ
ン
・
ヤ
ー
チ
ー
）
さ
ん
が
言
っ
た
。

劉
さ
ん
は
、
受
講
者
を
惜
福
屋
に
連
れ
て
行

き
、
実
際
に
手
を
動
か
す
こ
と
で
、
疑
問
が
あ

れ
ば
、
そ
の
場
で
質
問
で
き
、
す
ぐ
解
決
で
き

る
と
考
え
た
。
現
在
、
「
収
納
す
る
幸
せ
」
に

は
劉
さ
ん
の
よ
う
な
講
師
が
十
数
名
お
り
、
顧

客
の
ニ
ー
ズ
は
一
般
家
庭
に
お
け
る
整
理
が
一

番
多
い
。
し
か
し
、
場
所
が
変
わ
っ
た
ら
、
整

理
や
収
納
に
対
す
る
考
え
方
も
違
っ
て
く
る
の

だ
ろ
う
か
。

「
た
だ
片
づ
け
た
り
収
納
し
た
り
す
る
だ
け

で
、
断
捨
離
を
し
な
け
れ
ば
、
結
局
い
ら
な
い

楊
さ
ん
は
こ
う
話
す
。
「
私
た
ち
と
し
て
は
、

お
客
様
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
一
度
お
願
い
す

る
だ
け
で
、
し
ば
ら
く
は
そ
の
状
態
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
」
。

し
か
し
惜
福
屋
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が

半
分
冗
談
ま
じ
り
に
こ
う
言
っ
た
。
「
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
方
が
来
た
後
は
棚
が
き
れ
い
に

な
る
け
ど
、
一
般
に
参
観
を
開
放
し
た
ら
一
日

で
元
通
り
で
す
」
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
許
武
嵩

（
シ
ュ
ー
・
ウ
ー
ソ
ン
）
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
、

「
収
納
す
る
幸
せ
」
の
３
０
数
人
の
実
習
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
は
、
８
月
中
旬
に
整
理
実
践
ク
ラ
ス
に
参
加

し
、
惜
金
エ
リ
ア
で
中
古
の
食
器
を
整
理
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
撮
影
・
許
雅
玲
）
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ち
ょ
っ
と
違
っ
た
慈
済
を
見
た

記
者
と
い
う
仕
事
の
最
も
魅
力
的
な
と
こ
ろ
は
、
広
く
善
縁
を
結
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
、
そ
れ
が
人
生
の
中
の
一
瞬
の
出
会
い
で
あ
っ
て
も
、

取
材
相
手
は
私
に
微
笑
み
や
言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
。

今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
取
材
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
し
、

希
望
が
見
え
た
と
同
時
に
、
心
の
豊
か
さ
と
喜
び
を
感
じ
た
。

文
・
李
雅
萍
（
大
愛
テ
レ
ビ
の
記
者
）　

訳
・
施
燕
芬

こ
れ
ま
で
證
厳
法
師
の
開
示
を
聞
く
機
会

は
多
く
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
そ
の
真

意
を
完
全
に
理
解
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
長
年
に
わ
た
っ
て
、
慈
済
人
が
よ
く
使
っ
て

き
た
お
な
じ
み
の
慈
済
用
語
も
、
私
は
何
度
も

繰
り
返
し
考
え
、
確
か
め
て
か
ら
使
え
る
よ
う

聞
思
修

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

「
そ
れ
も
ま
た
、
毎
日
の
修
行
だ
と
思
う
し
か

あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
受
講
者
は
よ
く
、
惜
福

屋
に
あ
る
中
古
品
の
出
ど
こ
ろ
に
興
味
を
持

つ
。
こ
の
半
年
、
慈
済
と
関
わ
っ
て
き
た
楊
さ
ん

が
代
わ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。
「
こ
れ

ら
は
全
て
、
地
域
の
方
々
の
寄
付
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
回

収
し
て
整
理
し
た
も
の
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
良
い
物
が
あ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
惜
福
屋
に
届
け
ま
す
。
『
収
納
す
る

幸
せ
』
の
お
客
様
が
整
理
し
て
余
っ
た
物
も
、

必
要
な
人
に
送
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
」
。

「
収
納
す
る
幸
せ
」
チ
ー
ム
は
、
「
余
っ
た
品

物
」
の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
、
オ
ー
ダ
ー

し
た
人
が
指
定
場
所
で
受
け
取
れ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
品
物
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
説
明
が
印
刷

さ
れ
た
「
縁
結
び
の
袋
」
に
入
っ
て
い
る
。
受

け
取
っ
た
人
は
、
将
来
同
じ
袋
を
使
っ
て
不
要

の
物
を
入
れ
、
再
び
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
必
要
な

人
と
シ
ェ
ア
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
物
は
動
き

続
け
、
無
駄
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

慈
済
中
山
八
徳
共
修
所
は
、
今
回
の
惜
福
屋

の
改
造
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
協
力
す
る
機

会
を
得
た
。
絶
え
間
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
相
互
理
解
を
通
じ
て
、
共
に
持
続
可
能
性
の

た
め
に
努
力
し
て
い
る
！

　
　
　
　
　

(

慈
済
月
刊
七
〇
七
期
よ
り)
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に
な
っ
た
。
二
〇
二
五
年
二
月
二
十
八
日
か
ら

三
月
二
日
に
か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催

さ
れ
た
「
国
際
慈
済
人
医
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

の
取
材
は
、
私
に
と
っ
て
「
慈
済
人
文
素
養
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

慈
済
ブ
リ
ス
ベ
ン
連
絡
所
の
二
階
は
そ
の
時
、

将
来
的
に
医
療
費
が
払
え
な
い
人
々
の
ケ
ア
を

す
る
「
共
同
診
療
セ
ン
タ
ー
」
に
す
る
た
め
に
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
中
だ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
期
間
中
、
皆
こ
の
よ
う
な
不
便
さ
を
理
解

し
て
く
れ
た
の
で
、
「
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

い
る
」
と
い
う
一
体
感
と
温
も
り
を
感
じ
た
。

今年の国際慈済人医フォーラムは、オーストラリアの慈済ブリスベン連絡所で

開催され、オーストラリア全土のボランティアに準備を呼びかけた。慈済医療

法人の林俊龍執行長（右端）が、国内外からの来賓に慈済の四大志業を紹介した。

（撮影・李雅萍）
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あ
る
日
、
ニ
ュ
ー
ス
の
原
稿
を
書
き
終
え
、

お
茶
を
入
れ
よ
う
と
席
を
立
っ
た
時
、
偶
然
に

二
階
の
狭
い
通
路
で
見
か
け
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
数
名
の
ベ
テ
ラ
ン
慈
済
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ち
が
同
じ
方
向
を
見
つ
め
て
満
ち
足

り
た
、
そ
し
て
誇
ら
し
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
て

い
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
視
線
の
先
を
追
っ
て

い
く
と
、
慈
済
医
療
法
人
の
林
俊
龍
（
リ
ン
・

ジ
ュ
ン
ロ
ン
）
執
行
長
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
慈
済
人
医
会
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
、
彼
ら
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
成
功
だ
っ
た
と
賞
賛
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

彼
ら
は
大
学
時
代
か
ら
慈
済
に
関
わ
っ
て

き
た
慈
青
（
慈
済
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の

先
輩
た
ち
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ら
で

は
と
い
っ
た
明
る
い
ス
タ
イ
ル
で
後
輩
た
ち
を

リ
ー
ド
し
、
喜
ん
で
奉
仕
し
た
姿
か
ら
は
、
溢

れ
ん
ば
か
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伝
わ
っ
て
き

た
。「I

t
’
s
 
r
e
a
l
l
y
,
 
r
e
a
l
l
y
 
a
 
g
i
f
t

！
（
こ

れ
は
本
当
に
、
か
け
が
え
の
な
い
贈
り
物
で

す
）
」
と
い
う
林
執
行
長
の
そ
の
言
葉
で
、
彼

は
慈
済
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
将
来
に
、
希
望
が

満
ち
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
と
私

は
確
信
し
た
。

「
若
い
世
代
が
成
長
し
、
慈
済
の
使
命
も
担

え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
、
こ
れ
ら
シ
ニ

ア
慈
済
人
の
共
通
の
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
は

難
し
く
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
年
長
者
は
栄
光

の
バ
ト
ン
を
次
世
代
に
渡
し
、
静
か
に
舞
台
裏

で
見
守
り
、
彼
ら
の
活
躍
を
喜
ぶ
だ
け
で
い
い

の
だ
。
慈
済
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
医
会
の
活
気

あ
る
姿
に
、
印
象
を
刷
新
し
た
私
も
、
希
望
が

溢
れ
て
い
る
の
を
感
じ
た
。

台
湾
で
慈
済
人
医
会
メ
ン
バ
ー
に
同
行
し
て

の
山
奥
で
の
定
期
施
療
や
、
寒
波
襲
来
時
に
都

会
の
暗
闇
に
い
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
ケ
ア
を
取
材

す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
記
者
に
と
っ
て
は
日

常
茶
飯
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
医
師
の

多
く
は
中
高
年
で
、
診
療
経
験
が
豊
富
で
あ
る

上
に
、
施
療
対
象
と
は
旧
知
の
仲
で
あ
る
が
、

ま
た
余
り
に
も
熟
知
し
て
い
る
た
め
、
お
互
い

の
や
り
取
り
は
水
の
よ
う
に
淡
々
と
し
て
い

て
、
記
者
の
目
線
か
ら
は
、
何
と
い
う
か
、
火

花
の
よ
う
な
も
の
に
欠
け
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
取
材
で
は
、

出
会
っ
た
慈
済
の
医
師
た
ち
が
皆
、
私
よ
り
若

か
っ
た
。
彼
ら
は
ブ
リ
ス
ベ
ン
、
シ
ド
ニ
ー
、

メ
ル
ボ
ル
ン
、
パ
ー
ス
な
ど
に
在
住
し
て
い
る
。

皆
、
社
会
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
な
が
ら
と
て
も

謙
虚
で
礼
儀
正
し
く
、
慈
済
の
志
業
を
し
っ
か

り
と
受
け
継
ぎ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
様
か

つ
開
か
れ
た
ス
タ
イ
ル
で
新
し
い
知
識
を
融
合
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さ
せ
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
ら
の
姿
に
、
喜
び
を

感
じ
な
い
わ
け
は
な
い
。

慈
青
と
い
う
ゆ
り
か
ご
か
ら

慈
済
大
家
族
へ

「
こ
の
家
は
好
き
に
使
っ
て
い
い
の
よ
。
寝

た
い
時
は
寝
袋
持
っ
て
き
た
ら
い
い
し
、
三
、

四
十
人
で
も
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ら
寝
ら
れ
る
わ
。

キ
ッ
チ
ン
や
冷
蔵
庫
に
あ
る
物
は
何
で
も
食
べ

て
い
い
の
よ
。
お
金
は
取
ら
な
い
か
ら
」
。
台

湾
南
部
出
身
の
情
熱
的
な
蘇
鄭
淑
芬
（
ス
ウ
ー
・

ヅ
ン
ス
ウ
ー
フ
ェ
ン
）
さ
ん
が
優
し
く
朗
ら
か

に
言
っ
た
。

彼
女
の
夫
、
蘇
琪
明
（
ス
ウ
ー
・
チ
ー
ミ
ン
）

さ
ん
は
、
慈
済
ブ
リ
ス
ベ
ン
の
元
責
任
者
で
、

彼
ら
の
住
ま
い
は
超
大
型
の
下
宿
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
勉
強
す
る
慈
済
の
大

学
生
た
ち
は
、
殆
ど
そ
こ
に
来
た
こ
と
が
あ
る
。

次
世
代
の
慈
青
た
ち
を
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
育
む

「
ゆ
り
か
ご
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
親
は
子
の
手
本
。
私
た
ち
年
長
者
は
慈
青

た
ち
の
手
本
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
接
し
方
に

よ
っ
て
、
将
来
は
彼
ら
が
次
の
世
代
に
接
す
る

態
度
が
決
ま
り
ま
す
」
。
蘇
琪
明
さ
ん
は
嬉
し

そ
う
に
言
っ
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主
に
担
っ
た
の
は
、

慈
青
の
先
輩
た
ち
で
あ
る
。
内
で
は
団
結
し
、

外
に
対
し
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
招
い
て
共
に
善

行
を
し
、
さ
ら
に
地
元
の
行
政
と
も
ス
ム
ー
ズ

な
連
携
ル
ー
ト
を
築
き
上
げ
、
慈
済
の
影
響
力

を
高
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
世
代
継
承
は
、

正
し
く
「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
」

と
い
う
言
葉
を
体
現
し
て
お
り
、
偽
り
の
な
い

真
心
の
表
れ
で
あ
る
と
感
じ
た
。

災
害
支
援
に
は
智
慧
が
必
要
で
あ
り
、
善
行

に
も
方
法
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
台
湾
と
は

異
な
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
に
お
い
て
、

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
毎
回
の
活
動
で

良
い
評
判
を
蓄
積
し
、
政
府
や
大
衆
の
信
頼
を

獲
得
し
て
き
た
。
「
私
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
国

に
赴
任
し
て
き
ま
し
た
が
、
駐
在
国
で
災
害
が

起
き
た
時
、
必
ず
、
真
っ
先
に
被
災
地
に
駆
け

つ
け
る
の
が
慈
済
人
で
し
た
。
被
災
者
に
寄
り

添
い
、
心
を
癒
す
支
援
を
し
、
そ
れ
に
、
私
た

ち
在
外
公
館
の
外
交
業
務
も
支
援
し
て
く
れ
ま

し
た
」
。
駐
ブ
リ
ス
ベ
ン
台
北
経
済
文
化
事
務

所
の
范
厚
祿
（
フ
ァ
ン
・
ホ
ウ
ル
ー
）
所
長
は
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
時
、「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」

と
い
う
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
、
目
を
輝
か
せ

て
語
っ
た
。

私
が
初
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
た

時
、
五
十
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
サ
イ
ク
ロ
ン
・

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
に
遭
遇
し
た
。
台
湾
は
よ
く
台

風
に
襲
わ
れ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
上
陸

す
る
サ
イ
ク
ロ
ン
は
、
多
く
は
な
い
。
「
サ
ン
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シ
ャ
イ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
陽
光
之
都
）
」
と

も
呼
ば
れ
る
の
が
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
お
陰
で
私
は
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
迅
速
な
対
応
動
員
力
を
記
録
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
小
さ
い
な
が
ら
も
素
晴
ら
し
い
ブ
リ
ス

ベ
ン
の
慈
済
連
絡
所
が
、
地
域
住
民
に
安
心
と

安
全
を
与
え
る
避
難
所
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
、

目
の
当
た
り
に
し
た
の
だ
。

こ
の
連
絡
所
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
中

で
、
最
も
既
成
の
枠
を
打
ち
破
っ
た
慈
済
の
建

物
だ
と
言
え
る
。
現
地
の
建
築
基
準
に
則
っ
て

い
て
、
高
す
ぎ
ず
、
周
囲
の
住
宅
と
調
和
が
取

フォーラムの歯科ワークショップでは、各国からの参加者が現場で低侵

襲修復技術を練習していた。（写真提供・オーストラリア・ブリスベン

連絡所）
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れ
て
い
る
上
、
慈
済
の
特
色
を
取
り
入
れ
な
が

ら
多
目
的
な
活
動
が
で
き
る
空
間
に
し
て
い
る

一
方
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
が
重
視
す
る

公
衆
ニ
ー
ズ
に
も
配
慮
し
て
い
る
。
「
入
り
口

か
ら
天
井
の
カ
ー
ブ
、
両
サ
イ
ド
の
大
き
な
壁
、

そ
し
て
開
放
的
な
エ
リ
ア
の
ガ
ラ
ス
デ
ザ
イ
ン

か
ら
は
、
こ
の
空
間
が
人
々
を
導
き
、
歓
迎
し

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
ま
る
で
、

我
々
が
同
じ
船
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に

な
る
の
で
す
。
慈
済
の
ロ
ゴ
の
一
つ
に
あ
る
よ

う
に
」
。
建
築
士
の
ジ
ョ
ン
・
ネ
イ
ラ
ン
氏
が

語
っ
た
。

ブ
リ
ス
ベ
ン
連
絡
所
に
入
る
と
、
小
規
模
だ

が
ジ
ン
ス
ー
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
が
あ
り
、
窓
辺
に

座
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
進
む
と
、「
感
恩
堂
（
か
ん
お
ん
ど
う
）
」

が
あ
り
、
そ
こ
は
慈
善
活
動
の
中
心
と
な
る
場

所
で
あ
る
。
二
階
に
は
「
合
同
診
療
セ
ン
タ
ー
」

が
計
画
さ
れ
、
医
療
関
係
を
重
点
に
置
い
て
い

る
。
三
階
は
「
大
愛
幼
稚
園
」
で
、
広
々
と
し

た
テ
ラ
ス
か
ら
は
空
が
見
え
、
木
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
は
日
光
の
降
り
注

ぐ
中
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
回
っ
て
い
る
。

こ
の
幼
稚
園
で
は
先
生
も
子
ど
も
た
ち
も

全
員
が
制
服
を
着
用
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
稀
な
光
景
で
あ
る
。「
制

服
を
着
る
目
的
は
、
比
較
す
る
心
を
抑
え
る
た

め
で
す
。
私
た
ち
は
大
家
族
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
も
入
園
し
て
帰
属
感
を
感
じ
る
は
ず
で

す
」
。
園
長
の
林
華
妍
（
リ
ン
・
フ
ヮ
イ
ェ
ン
）

さ
ん
が
語
っ
た
。
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
多
文

化
で
多
民
族
国
家
な
の
で
、
幼
児
教
育
の
段
階

か
ら
他
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
を
教
え
て
い

ま
す
」
。
慈
済
の
理
念
で
あ
る
「
感
謝
・
尊
敬
・

愛
」
は
、
現
地
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
も
完

全
に
一
致
し
て
い
る
。
正
し
い
価
値
観
で
あ
れ

ば
、
世
界
中
に
遍
く
通
用
す
る
の
で
あ
る
。

今
も
続
い
て
い
る
ス
ト
ー
リ
ー

「
一
つ
か
ら
無
量
が
生
ま
れ
る
」

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
土
面
積
は
世
界
で

六
番
目
に
大
き
く
、
豊
か
な
天
然
資
源
を
有

し
、
リ
ゾ
ー
ト
大
国
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る

が
、
人
口
は
二
〇
二
四
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く

二
千
七
百
万
人
を
超
え
た
ば
か
り
で
あ
る
。
広

大
な
土
地
に
対
し
て
人
口
は
少
な
く
、
新
た
な

移
民
が
主
な
人
口
増
加
の
源
で
あ
る
。
慈
済
志

業
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
発
展
も
移
民

の
歩
み
と
関
係
し
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
を
考
え

た
呉
照
峰
（
ウ
ー
・
ヅ
ァ
オ
フ
ォ
ン
）
さ
ん
は
、

台
湾
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
し
た
。
彼

女
は
、
師
匠
で
あ
る
證
厳
法
師
か
ら
の
お
諭
し

を
心
に
銘
記
し
た
。
「
そ
の
国
の
空
の
下
と
大

地
の
上
に
住
む
な
ら
ば
、
そ
の
社
会
を
利
し
、
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現
地
に
恩
返
し
す
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
。
そ
の
時
、
彼
女
は
三
十
八
歳
で
、

「
当
時
は
英
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
し
た
」
。

ブ
リ
ス
ベ
ン
に
あ
る
マ
タ
ー
病
院
に
行
く

と
、
彼
女
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
自

ら
申
し
出
た
。
そ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

お
け
る
彼
女
の
最
初
の
一
歩
で
、
「
一
つ
か
ら

無
量
が
生
ま
れ
る
」
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

三
十
五
年
前
、
マ
タ
ー
病
院
の
院
長
を
務
め

て
い
た
シ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ジ
ェ
ラ
は
、
呉
さ
ん

の
善
意
を
観
察
し
、
確
信
し
、
そ
れ
か
ら
慈
済

を
よ
り
深
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
そ
の
後
、

何
回
か
台
湾
を
訪
れ
て
、
證
厳
法
師
に
会
っ
た
。

宗
教
家
と
し
て
、
お
二
人
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
と

仏
教
と
い
う
異
な
る
宗
教
に
属
し
て
い
て
も
、

人
道
支
援
に
対
す
る
志
は
一
致
し
て
お
り
、
お

互
い
に
相
手
を
生
涯
の
親
友
と
み
な
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
会
式
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
が
シ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ジ
ェ
ラ
の
百
歳
の

誕
生
日
を
祝
う
計
画
を
立
て
て
い
る
と
聞
い
た

私
は
、
出
発
前
に
彼
女
に
関
す
る
資
料
と
映
像

を
調
べ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
で
あ
り
な
が

ら
、
生
涯
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
捧
げ
た
彼
女

に
は
敬
服
す
る
ば
か
り
で
、
直
接
取
材
で
き
る

縁
を
格
別
に
大
切
に
し
た
。
シ
ス
タ
ー
・
ア
ン

ジ
ェ
ラ
は
耳
が
よ
く
聞
こ
え
、
実
年
齢
と
不
釣

り
合
い
な
く
ら
い
だ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
「
愛
が

今回のフォーラム開会式の時、シスター・アンジェラ（左）の１００歳の

誕生日を皆で祝福し、３０年以上にわたる慈済への支援に感謝の意を表

した。（写真提供・オーストラリア・ブリスベン連絡所）
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あ
れ
ば
、
老
い
は
寄
り
つ
か
な
い
」
と
い
う
証

だ
と
思
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
出

来
事
が
あ
っ
た
。
二
階
で
改
装
工
事
を
し
て
い

て
空
調
の
排
水
音
が
大
き
か
っ
た
の
だ
。
皆
が

静
か
に
シ
ス
タ
ー
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
い
た

時
、
そ
の
排
水
音
は
ま
る
で
川
の
流
れ
の
よ
う

に
響
い
た
。
そ
の
数
秒
間
、
私
は
心
の
中
で
二

つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
思
い
浮
か
べ
た
。
「
一
つ
は
、

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
断
す
べ
き
だ
が
、
失

礼
に
な
る
の
で
は
…
…
。
も
う
一
つ
は
、
成
敗

の
運
命
を
マ
イ
ク
の
集
音
に
任
せ
て
み
よ
う

か
？
一
縷
の
望
み
が
あ
る
も
し
れ
な
い
」
。
結

果
と
し
て
、
話
を
止
め
た
の
は
シ
ス
タ
ー
・

ア
ン
ジ
ェ
ラ
の
方
だ
っ
た
。
「
私
の
後
ろ
に
流

れ
る
川
の
音
は
、
あ
な
た
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

台
無
し
に
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
」

と
。
そ
の
場
に
い
た
全
員
が
彼
女
の
ユ
ー
モ
ア

に
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
優
雅
で
親
し
み

や
す
い
シ
ス
タ
ー
に
取
材
で
き
た
こ
と
を
、
私

た
ち
は
心
か
ら
光
栄
に
思
っ
た
。

呉
さ
ん
に
と
っ
て
、
證
厳
法
師
は
「
智
慧
の

母
」
で
あ
り
、
シ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ジ
ェ
ラ
は
「
英

語
の
先
生
」
で
あ
っ
た
。
当
初
、
呉
さ
ん
は
英

語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
か
っ
た
が
、
今
は
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
て
、
英
語
で
慈
済
の
理
念
を
語

れ
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
。
長
年
、
シ
ス
タ
ー
・

ア
ン
ジ
ェ
ラ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
の
人

脈
を
活
か
し
て
、
慈
済
の
活
動
が
他
の
都
市
へ

一
歩
ず
つ
広
げ
て
行
く
手
助
け
を
し
た
。
そ
れ

に
加
え
て
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
誠
実

に
地
道
な
努
力
を
積
ん
で
来
た
た
め
、
今
で
は

シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
、
パ
ー

ス
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
、
ア
デ
レ
ー
ド
な
ど

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
六
大
都
市
に
慈
済
の
連

絡
所
が
あ
り
、
前
述
の
四
都
市
に
は
「
慈
済
人

医
会
」
が
愛
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

長
く
記
者
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
と
、
「
長

年
、
頑
な
に
続
け
て
こ
ら
れ
た
原
動
力
は
何
で

す
か
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
る
。
私
は
、
最
前
線

を
取
材
す
る
魅
力
と
い
う
の
は
、
広
く
善
縁
を

結
べ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
た
と
え
そ
れ
が
人
生

の
中
の
一
瞬
の
出
会
い
で
あ
っ
て
も
、
取
材
相

手
の
ち
ょ
っ
と
し
た
笑
顔
や
何
気
な
い
ひ
と
言

が
あ
る
だ
け
で
も
、
ま
た
は
、
私
が
た
だ
の
傍

観
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
で
あ
る
。
元
来
は

プ
ロ
の
中
立
的
な
立
場
で
い
よ
う
と
し
て
い
た

の
が
、
思
い
が
け
ず
、
感
動
を
覚
え
、
心
に
自

ず
と
力
が
湧
き
出
て
、
続
け
て
頑
張
る
能
力
が

啓
発
さ
れ
る
の
だ
。

そ
し
て
、
私
は
證
厳
法
師
が
引
用
し
た
仏
典

の
言
葉
、
「
我
が
門
に
入
る
者
は
貧
し
か
ら
ず
」

を
、
ふ
と
思
い
出
し
た
。
私
は
ま
だ
富
め
る
者

に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
心
の
豊
か
さ
で
は
、

大
愛
テ
レ
ビ
局
の
取
材
で
、
「
我
が
門
に
入
る

者
は
貧
し
か
ら
ず
」
を
体
得
し
て
い
る
。

(

慈
済
月
刊
七
〇
三
期
よ
り)
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整
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編
集
部　

挿
絵
・
黄
逸
樵　

訳
・
慈
願

こ
の
度
の
、
花
蓮
光
復
郷
で
行
わ
れ
た
救
済
活
動
を
見
て
、

台
湾
は
宝
島
だ
と
い
う
事
を
実
感
し
ま
し
た
。

愛
と
善
を
宝
と
し
、
情
と
愛
を
宝
に
し
て
い
ま
し
た
。

情
は
覚
有
情
、
菩
薩
の
情
で
あ
り
、

愛
は
広
い
心
で
以
っ
て
、
人
を
区
別
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
花
蓮
光
復
郷
の
被
災
状
況
は
、

「
危
う
き
国
土　

人
生
無
常
」
と
言
え

る
ほ
ど
で
す
。
そ
の
時
目
に
し
た
台
湾
社

会
は
と
て
も
美
し
く
、
誠
実
さ
に
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

台
風
１
８
号
（
ラ
ガ
サ
）
の
も
た
ら
し
た

雨
量
に
よ
り
、
山
の
上
に
あ
る
堰
き
止
め
湖

か
ら
水
が
流
れ
出
し
、
そ
の
勢
い
で
橋
を
押

し
流
し
、
土
砂
が
民
家
に
ま
で
押
し
寄
せ
、

家
々
は
泥
で
溢
れ
か
え
り
ま
し
た
。
身
寄
り

が
な
い
か
、
病
気
の
お
年
寄
り
は
、
若
い
世

代
は
仕
事
で
都
会
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
大

変
苦
労
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
に
こ
そ

人
々
の
発
揮
す
る
力
が
必
要
で
、
そ
の
愛
が

東
部
へ
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

一
旦
災
害
が
起
き
る
と
、
四
方
か
ら
こ
ぞ
っ

て
支
援
に
駆
け
付
け
、
光
復
駅
は
中
年
や
高

齢
者
、
そ
れ
以
上
に
若
い
、
県
外
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
溢
れ
、
皆
雨
靴
を
履
き
、
手
に
シ
ャ

ベ
ル
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
人
数

が
多
く
な
っ
て
も
、
皆
誠
意
を
も
っ
て
奉
仕

に
来
て
お
り
、
秩
序
を
保
っ
て
騒
が
し
さ
は

な
く
、
駅
を
出
る
と
直
ち
に
整
列
し
、
清
掃

に
行
く
準
備
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

以
前
か
ら
、
花
蓮
の
土
は
ね
ば
ね
ば
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
シ
ャ
ベ

ル
を
持
っ
て
泥
を
掬
っ
て
み
る
と
、
言
葉
に

と
ど
ま
ら
な
い
感
触
を
体
感
し
ま
し
た
。
水

飴
の
よ
う
な
粘
り
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
ベ
ル
で

掬
い
あ
げ
る
の
が
と
て
も
困
難
な
の
で
す
。

愛
と
善
は
宝
　
情
と
愛
も
宝

【
證
厳
法
師
の
お
諭
し
】
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ま
た
、
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
雨
靴
を
抜
く

の
も
容
易
で
は
な
く
、
後
の
人
の
手
伝
い
で
、

や
っ
と
泥
か
ら
抜
け
出
ら
れ
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
は
体
が
疲
れ
て
も
、
道
理
に
か
な
っ

て
い
る
の
で
、
心
は
安
ら
か
で
し
た
。
こ
こ

で
力
を
出
せ
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
。

突
然
こ
ん
な
に
多
く
の
人
が
光
復
郷
に
現
れ
、

お
互
い
に
面
識
が
無
く
て
も
家
の
中
に
入
っ

て
も
ら
っ
て
一
緒
に
掃
除
を
し
、
終
わ
っ
た

ら
お
互
い
に
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
い
ま
す
。

光
復
郷
を
離
れ
る
前
、
雨
靴
を
洗
っ
て
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
い
て
、
慈
済
の
弁
当
は
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
と
言
っ
て
、
喜
び
に
満

ち
た
気
持
ち
で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

愛
に
満
ち
た
人
々
が
、
着
く
べ
き
位
置
に

着
い
て
い
た
こ
と
に
も
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
更
に
感
動
し
た
の
は
、
『
合
』
と
『
和
』

が
融
合
し
た
美
し
さ
と
、
心
と
心
、
手
に
手

を
取
っ
た
繋
が
り
に
よ
っ
て
、
力
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
で
す
。
台
湾
は
真
に
宝
島
で
あ

り
、
愛
と
善
を
以
て
宝
と
し
、
情
と
愛
も
宝

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
情
は
覚
有
情
で
あ
り
、

菩
薩
の
情
な
の
で
す
。
愛
と
は
広
々
と
し
た
、

分
け
隔
て
が
な
く
、
お
互
い
の
真
心
か
ら
の

誠
意
と
慰
撫
な
の
で
す
。
ど
こ
か
で
助
け
を

求
め
る
声
を
聴
け
ば
、
速
や
か
に
動
員
し
て

く
れ
る
の
で
す
。

突
如
発
生
し
た
洪
水
で
、
人
々
は
緊
張
と

落
胆
、
苦
し
み
に
喘
ぎ
、
慈
済
人
は
近
寄
っ

て
抱
擁
し
、
彼
ら
に
肩
を
貸
す
こ
と
で
、
パ

ニ
ッ
ク
の
受
け
皿
に
な
り
ま
し
た
。
救
難
救

助
の
段
階
は
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
、
次
は
彼
ら

の
生
活
に
対
す
る
ケ
ア
の
段
階
で
、
慈
済
慈

善
活
動
の
常
態
に
戻
っ
て
長
期
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
人
た
ち
に
奉
仕
す
る
の
で
す
。
以
前

は
問
題
が
見
え
ず
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
回
、
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
こ
と
で
問

題
が
見
え
た
か
ら
に
は
、
や
る
べ
き
こ
と
を

し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

衆
生
の
苦
難
を
見
る
に
忍
び
な
い
気
持
ち

が
仏
心
で
あ
り
、
苦
難
を
取
り
除
く
こ
と
を

実
践
す
る
の
が
、
菩
薩
道
を
歩
む
こ
と
な
の

で
す
。
仏
心
を
啓
発
す
れ
ば
、
力
は
無
量
で

す
。
菩
薩
道
を
歩
む
こ
と
は
困
難
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
因
縁
を
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

慈
善
は
世
に
広
め
る
べ
き
で
あ
り
、
歩
み

を
止
め
て
は
な
ら
ず
、
自
在
に
遠
く
ま
で
歩

む
に
は
、
見
返
り
を
求
め
な
い
精
神
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
大
愛
に
限
り
は
な
く
、

仏
陀
が
私
た
ち
に
下
さ
っ
た
「
慈
、
悲
、
喜
、

捨
」
の
精
神
を
も
っ
て
、
天
下
の
善
事
を
行
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う
の
で
す
。
私
た
ち
は
奉
仕
す
る
責
任
が
あ

り
、
同
じ
よ
う
な
広
い
心
を
も
っ
て
天
下
の

人
々
の
た
め
に
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

人
々
の
た
め
に
奉
仕
す
る
の
は
、
一
人
で

は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
多
く
の
人
が
集
ま
っ

て
行
え
ば
、
か
な
り
楽
に
な
り
ま
す
。
で
も
、

一
緒
に
行
動
す
る
人
が
い
て
も
、
お
互
い
に

感
謝
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
感
謝

の
言
葉
一
つ
で
、
心
が
安
ら
ぎ
楽
し
く
な
り
、

恩
に
報
い
る
最
良
の
方
法
で
も
あ
る
の
で
す
。

毎
日
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、
世
界
も

四
大
不
調
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

れ
ほ
ど
広
い
世
界
に
は
、
苦
難
に
あ
る
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
一
方
で
、
贅
沢
な
暮
ら
し

や
、
ぼ
ん
や
り
と
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
人
も

少
な
く
な
く
、
そ
の
差
は
大
き
い
の
で
す
。
私

た
ち
は
、
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
の
無
常
を
理

解
し
、
衆
生
の
苦
を
体
得
し
、
知
る
こ
と
か
ら

悟
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、

大
我
の
精
神
を
発
揮
し
て
、
世
の
人
に
関
心

を
寄
せ
て
こ
そ
、
悟
り
と
言
え
る
の
で
す
。

時
は
飛
ぶ
よ
う
に
過
ぎ
て
止
ま
る
こ
と

は
無
く
、
人
生
は
僅
か
数
十
年
で

す
。
「
楽
を
し
て
か
ら
修
行
し
ま

す
の
で
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

言
え
る
時
間
が
ど
れ
だ
け
あ
る

の
で
し
ょ
う
？
そ
れ
に
、
い
つ
に
な
っ
た
ら

楽
を
す
る
こ
と
が
終
わ
る
の
で
し
ょ
う
？
で

す
か
ら
、
今
こ
の
時
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
平
穏
な
日
々
に
感
謝
し
、
不
足

の
な
い
生
活
に
感
謝
は
し
て
も
、
人
間
（
じ
ん

か
ん
）
に
恩
返
し
を
し
た
で
し
ょ
う
か
？
直

ち
に
人
を
利
す
る
こ
と
を
す
る
の
が
、
私
た

ち
の
本
分
な
の
で
す
。

台
湾
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
愛
の
あ
る
人

が
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
こ
の
愛
は
実
に
温
か
く
、
温
和
で
す
。

光
復
郷
に
来
た
皆
さ
ん
は
、
誰
も
が
深
く
記

憶
に
残
る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
光
復
郷

に
行
っ
て
な
く
て
も
、
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見

て
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
全
て
の
善
行
が
円
満
に

終
わ
っ
た
こ
と
を
、
皆
さ
ん

に
感
謝
し
ま
す
。
そ
し
て
、

敬
虔
に
皆
さ
ん
を
祝
福
し
、

好
い
事
と
良
い
人
が
共
に
集

い
、
天
下
を
庇
護
し
、
愛
が

人
間
（
じ
ん
か
ん
）
に
お

い
て
、
永
遠
に
伝
承
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

(

慈
済
月
刊
七
〇
八
期
よ
り)



慈
済
マ
レ
ー
シ
ア
支
部
の
環
境
保
全
志
業
は
三
十
周
年
を
迎
え
た
。
セ
ラ
ン

ゴ
ー
ル
地
域
だ
け
で
七
十
一
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
二
百
四
十
八
の
回

収
拠
点
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
二
四
年
か
ら
は
、
参
加
者
が
ジ
ョ
ギ
ン

グ
し
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
と
い
う
北
欧
で
始
ま
っ
た
活
動
「
プ
ロ
ギ
ン
グ
」
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マ
レ
ー
シ
ア

環
境
保
全
三
十
年
目
　

八
千
人
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い

訳
・
善
耕

資
料
の
提
供
・
柳
慧
晶
、
李
智
傑
、
李
麗
心
、
江
欣
燕

世
界
に
目
を
向
け
る
　

（
撮
影
・
黄
宝
発
）



が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
五

年
は
八
千
人
以
上
が
参
加
し
、
六

月
二
十
九
日
の
イ
ベ
ン
ト
当
日
、

メ
イ
ン
会
場
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

静
思
堂
を
出
発
し
た
（
前
ペ
ー
ジ

の
写
真
）。
そ
し
て
パ
ハ
ン
州
、
サ

バ
州
、
サ
ラ
ワ
ク
州
な
ど
五
十
二

の
地
点
で
も
同
時
に
開
催
さ
れ
た
。

大
規
模
な
提
唱
活
動
を
通
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
影
響
を
与
え
、
手
を
取
り
合
っ

て
地
球
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。

台
湾日

曜
日
に

台
北
駅
に
集
ま
る

外
国
人
労
働
者
の

健
康
管
理

文
・
陳
秋
華　

訳
・
善
耕

　

撮
影
・
江
寶
清　

外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
健
康

ケ
ア
活
動
が
、
台
北
駅
で
行
わ
れ

て
い
る
。
歯
科
、
中
医
科
、
内
科
、

産
婦
人
科
、
皮
膚
科
な
ど
百
名
以
上

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ー
ビ
ス
を
提

（
撮
影
・
鄧
亦
絢
）



供
し
て
い
る
（
左
の
写
真
）。
初
め
て
心
臓
エ
コ
ー
検
査
と
神
経
内
科
が
追
加
さ
れ
、

外
国
籍
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駅
の
各
エ
リ
ア
で
同
郷
の
人
た
ち
に
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
た
（
前
ペ
ー
ジ
の
写
真
）。

多
く
の
外
国
人
労
働
者
は
、
高
齢
者
の
介
護
を
し
た
り
、
建
設
現
場
や
工
場
で

働
い
た
り
し
て
お
り
、
勤
務
時
間
中
に
医
者
に
か
か
る
こ
と
が
難
し
い
。
慈
済
基

金
会
と
慈
済
人
医
会
は
年
に
三
～
四
回
、
台
北
市
労
働
力
重
建
運
用
処
と
協
力
し

て
、
無
料
の
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
六
月
二
十
九
日
の
日
曜
日
は
、
延
べ

九
百
四
人
が
訪
れ
た
。(

慈
済
月
刊
七
〇
五
期
よ
り)

慈済ものがたり 782026・179



洪水が引いた後、復旧工事が始まった。ベネトゥッセルの一部の道路が

泥で覆われ、水に浸かって転覆した車が道端で撤去を待っていた。（写

真提供・ベロニカ・チャパロ・ソルノサ）

整
理
・
編
集
部　

訳
・
葉
美
娥
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ス
ペ
イ
ン
の
洪
水
被
害

国
を
越
え
て
復
興
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

稀
に
見
る
暴
風
雨
に
よ
り
、
こ
の
三
十
年
間
で
最
も
致
命
的
な
洪
水
被
害
を
被
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の

古
都
バ
レ
ン
シ
ア
。
多
く
の
地
域
で
は
、
半
年
が
過
ぎ
て
も
復
旧
に
は
程
遠
い
状
態
が
続
い
て
い

た
。
十
の
国
と
地
域
か
ら
来
た
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
集
合
し
、
再
建
に
協
力
し
た
。

グローバル 慈善



南
欧
ス
ペ
イ
ン
の
東
部
で
、
二
〇
二
四
年

十
月
下
旬
に
致
命
的
と
も
言
え
る
洪
水

が
発
生
し
、
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
一
部
の
地

域
で
は
、
短
時
間
に
一
年
分
に
相
当
す
る
雨
が

降
っ
て
河
川
が
氾
濫
し
、
瞬
く
間
に
住
宅
地
区

や
交
通
の
要
衝
が
冠
水
し
た
。
犠
牲
者
の
数
は

二
百
人
を
超
え
、
そ
の
中
に
は
避
難
が
間
に
合

わ
な
か
っ
た
高
齢
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。

バ
レ
ン
シ
ア
州
の
被
害
が
最
も
深
刻
だ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
現
地

調
査
を
一
度
、
再
確
認
を
六
度
実
施
し
、
地
元

政
府
機
関
を
通
じ
て
被
災
者
名
簿
を
ま
と
め
、

二
〇
二
五
年
の
七
月
九
日
か
ら
七
日
間
、
三
千

世
帯
以
上
に
買
い
物
カ
ー
ド
を
配
付
し
た
。

洪
水
が
引
い
た
後
に
残
る
傷
跡

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ア
ル
テ
ィ
ウ
ス
基

金
会
、
カ
リ
タ
ス
基
金
会
、
地
元
政
府
機
関
と

協
力
し
て
、
被
害
状
況
の
調
査
と
配
付
を
行
っ

た
。
ア
ル
テ
ィ
ウ
ス
基
金
会
は
、
災
害
発
生
後
、

緊
急
救
援
活
動
を
開
始
し
、
今
な
お
被
災
世
帯

か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け
て
、
家
具
な
ど
の
物

資
を
提
供
し
て
い
る
。
彼
ら
の
作
成
し
た
資
料

は
と
て
も
詳
細
に
わ
た
っ
て
い
て
、
被
害
の
程

度
や
在
住
事
実
の
有
無
に
基
づ
い
て
、
支
援
リ

ス
ト
に
含
め
る
か
ど
う
か
を
総
合
的
に
判
断

し
、
必
要
が
あ
る
時
は
家
庭
訪
問
し
て
確
認
し

た
。
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
彼
ら
か
ら
提
供

移
動
し
た
。

五
月
中
旬
、
ロ
サ
リ
オ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
第
一

副
市
長
自
ら
が
案
内
役
と
な
り
、
慈
済
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
現
地
視
察
が
行
わ
れ
た
。
市
内
を
貫

く
一
本
の
河
川
に
は
五
つ
の
大
き
な
橋
が
架

か
っ
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
が
洪
水
で
流
さ
れ

て
い
た
。
政
府
は
交
通
を
復
旧
さ
せ
る
た
め
に

仮
設
の
橋
を
造
っ
た
が
、
作
業
員
は
今
な
お
川

の
清
掃
作
業
を
続
け
て
い
る
。

川
の
両
岸
の
家
屋
は
、
高
さ
一
、
二
メ
ー
ト

ル
に
達
し
た
洪
水
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
廃

墟
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
川
沿
い
に
あ
る
主

要
な
教
会
は
、
数
カ
月
の
修
復
工
事
を
経
て
よ

う
や
く
再
開
さ
れ
た
。
社
会
局
の
エ
ミ
リ
ア
局

さ
れ
た
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
家
庭
訪
問
し
て
再

調
査
し
た
。

配
付
活
動
は
教
会
や
政
府
の
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。
配
付
し
た
買
い
物
カ
ー
ド
は
、

大
手
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
メ
ル
カ
ド
ー
ナ
と

連
携
し
て
お
り
、
店
内
の
新
鮮
な
野
菜
、
果
物

か
ら
保
存
の
効
く
非
常
食
、
生
活
用
品
ま
で

様
々
な
も
の
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
。

買
い
物
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
三
千
世
帯
あ

ま
り
の
う
ち
、
半
数
は
ピ
カ
ー
ニ
ャ
に
住
ん
で

い
る
。
現
地
の
人
口
約
一
万
二
千
人
の
う
ち
、

千
七
百
世
帯
の
約
五
千
人
が
被
害
を
受
け
、
そ

の
う
ち
の
八
十
世
帯
は
自
宅
で
の
生
活
が
不
可

能
と
な
り
、
政
府
が
確
保
し
た
安
全
な
場
所
へ
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
２
０
２
５
年
１
月
２
１
日
か
ら
２
４
日
に
か
け
て
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

チ
バ
市
の
川
辺
に
は
、
洪
水
と
土
砂
災
害
の
傷
跡
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
。
（
撮
影
・
王
慧
貞
）
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長
に
よ
る
と
、
二
〇
二
四
年
十
月
二
十
九
日
に

洪
水
被
害
が
発
生
し
た
後
、
十
一
月
二
日
に
緊

急
対
応
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
被
災
者
が
災
害

状
況
や
ニ
ー
ズ
を
登
録
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

政
府
と
赤
十
字
社
が
共
同
で
補
助
金
を
支
給
し

た
。
ま
た
、
五
十
世
帯
あ
ま
り
が
家
電
を
受
け

取
っ
て
い
な
い
か
、
物
資
が
不
足
し
て
い
る
と

の
資
料
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
水
位
は
高
く

な
か
っ
た
が
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
だ
と
い
う
地
域
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
ア
ル
テ
ィ
ウ
ス
基
金
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
同
行
し
、
再

度
被
災
地
を
訪
問
し
た
。
い
く
つ
か
の
町
村
の

被
害
状
況
は
ほ
ぼ
同
様
で
、
廃
墟
或
い
は
改
修

い
に
二
階
が
あ
っ
て
、
避
難
で
き
た
が
、
暫
く

経
っ
て
も
、
当
時
の
助
け
を
求
め
る
声
が
聞
こ

え
、
そ
し
て
そ
の
声
が
消
え
る
瞬
間
が
ま
だ
脳

裡
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

古
い
家
に
住
む
お
年
寄
り
　

言
葉
に
な
ら
な
い
苦
し
み

ウ
テ
ィ
エ
ル
と
い
う
町
は
、
十
月
二
十
九
日

の
午
前
か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
そ
の
後
、
堤
防

が
決
壊
し
、
建
物
の
中
に
水
が
流
れ
込
ん
だ
。

水
は
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
達
し
、
二
十
四

時
間
後
に
や
っ
と
引
い
た
が
、
深
刻
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
家
に
よ
っ
て
は
、
洪
水
で
壁
が

損
傷
し
、
今
も
時
折
水
が
染
み
出
て
き
て
、
天

井
に
は
白
華
現
象
が
現
れ
て
い
た
。

ポ
ヨ
渓
谷
沿
い
の
大
き
な
被
害
を
受
け
た
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
で
は
、
洪
水
が
山
か
ら
流
れ
き
て

水
の
都
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
カ
リ
タ
ス
基
金
会

の
ス
タ
ッ
フ
が
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
同
行
し

て
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
。
七
十
三
歳
の
ビ
セ
ン

タ
・
フ
ア
ナ
・
ユ
サ
・
シ
ス
カ
ン
さ
ん
は
、
洪
水

が
襲
っ
て
き
た
時
は
一
人
で
家
に
い
た
が
、
水

が
あ
っ
と
い
う
間
に
腰
ま
で
達
し
た
の
で
、
事

態
の
深
刻
さ
を
悟
っ
て
、
慌
て
て
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
上
が
っ
て
立
っ
た
。
し
か
し
水
位
は
首
ま

で
上
が
り
続
け
、
停
電
し
て
暗
闇
と
な
っ
た
中

で
、
救
助
が
来
る
ま
で
四
時
間
も
待
っ
た
。

工
事
の
た
め
居
住
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
が
、

室
内
の
家
具
の
大
部
分
は
慈
善
団
体
か
ら
寄

付
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
ピ
カ
ー
ニ
ャ
と
い

う
町
に
三
十
五
年
間
も
住
ん
で
い
る
マ
リ
ア

さ
ん
の
家
は
川
沿
い
に
あ
っ
て
、
洪
水
が
来

た
時
は
家
族
で
二
階
に
逃
げ
た
が
、
ご
主
人
は

重
要
な
書
類
を
取
り
に
戻
り
、
予
期
せ
ず
水
に

流
さ
れ
、
十
五
日
後
自
宅
の
近
く
で
、
遺
体
で

発
見
さ
れ
た
。

あ
る
お
婆
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
こ
う
話

し
た
。
災
害
は
こ
の
町
の
住
民
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
、
誰
も
が
呆
然
と
し
て
い
た
が
、
長
い

時
間
を
か
け
て
少
し
ず
つ
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
立
ち

直
る
こ
と
が
出
来
た
そ
う
だ
。
或
る
人
は
、
幸
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浴
び
る
時
、
水
の
音
を
聞
く
た
び
に
、
「
や
め

て
！
」
と
泣
き
叫
ん
だ
。

こ
の
地
域
で
被
災
し
た
人
の
多
く
が
お
年
寄

り
で
、
歴
史
の
あ
る
古
民
家
に
住
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
一
旦
洪
水
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
と
、

再
建
す
る
能
力
が
な
い
。
慈
善
団
体
か
ら
の
補

助
金
は
焼
け
石
に
水
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
生

右
手
で
杖
を
突
い
て
い
た
行
動
の
不
自
由
な

フ
ア
ナ
・
パ
コ
モ
さ
ん
は
、
家
か
ら
逃
げ
た
時
、

隣
人
が
投
げ
た
シ
ー
ツ
を
掴
ん
だ
こ
と
で
、
洪

水
に
流
さ
れ
な
く
て
済
ん
だ
が
、
浮
き
沈
み
し

て
い
る
う
ち
に
、
亡
く
な
っ
た
隣
人
の
遺
体
が

目
の
前
を
漂
っ
て
い
く
の
を
見
た
、
と
い
う
。

災
害
の
後
、
彼
女
の
三
歳
の
孫
が
シ
ャ
ワ
ー
を

４月１２日、ボランティアはウティエル市政府とカリタス基金会から提

供された被災者名簿をもとに、家庭訪問を行った。浸水が深刻な地域

では、多くの家屋はすでに危険と判定されて床と壁が撤去されていた。

（撮影・梁欣伶）
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仮
設
事
務
所
で
は
「
愛
の
扇
を
広
げ
て
善
行

す
る
（
扇
と
善
の
字
の
中
国
語
の
発
音
は
同

じ
）」
活
動
を
催
し
た
。
配
付
活
動
の
時
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
す
る
た
め
に
、
扇
子
に
い
ろ
い
ろ
な

絵
を
住
民
に
描
い
て
も
ら
っ
た
。
住
民
た
ち
が

絵
に
集
中
で
き
れ
ば
、
心
が
落
ち
着
き
、
ス
ト

レ
ス
も
軽
減
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
だ
。

一
部
の
人
は
帰
る
前
に
、
人
助
け
の
た
め
に
、

と
竹
筒
募
金
箱
に
小
銭
を
入
れ
る
の
を
忘
れ
な

か
っ
た
。
何
人
か
の
お
年
寄
り
は
、
毎
日
来
て
、

平
均
三
時
間
も
描
き
続
け
、
中
に
は
家
に
持
ち

帰
っ
て
描
く
人
も
い
た
。
彼
ら
は
二
千
枚
の
扇

子
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
扇
子
が
広

の
ベ
ス
ト
を
着
て
定
期
的
に
手
伝
い
に
来
る
人

が
増
え
て
い
っ
た
。
リ
デ
ィ
ア
さ
ん
は
、
慈
済

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
自
費
で
様
々
な
国
か
ら

来
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
ほ
ぼ
毎
日
事
務
所

に
来
て
事
務
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
被
災
者
と

電
話
連
絡
を
取
っ
た
り
し
た
。
「
苦
し
ん
で
い

る
人
、
す
べ
て
を
失
っ
た
人
が
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
い
る
の
で
す
。
電
話
を
か
け
る
の
は
小
さ

な
こ
と
で
す
が
、
私
も
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
に
、
多
く
の
慈
済
人
が
遠
く

か
ら
支
援
に
来
て
く
れ
た
の
を
見
て
、
私
も
何

ら
か
の
力
を
出
し
て
行
動
す
べ
き
だ
と
い
う
心

の
声
が
聞
こ
え
た
の
で
す
」
。

月
、
四
月
、
五
月
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

被
災
地
を
訪
れ
て
、
適
切
な
配
付
場
所
を
探
し

た
。
六
月
も
ポ
ヨ
渓
谷
沿
い
の
も
う
一
つ
の
甚

大
被
災
地
、
パ
イ
ポ
ル
タ
で
臨
時
オ
フ
ィ
ス
を

借
り
て
、
配
付
の
準
備
を
行
っ
た
。

災
害
後
の
パ
イ
ポ
ル
タ
は
、
道
が
泥
だ
ら
け

に
な
り
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
の
供
給
も
停

ま
っ
て
麻
痺
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
慈
済
の
臨

時
事
務
所
の
近
隣
住
民
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
あ
る
こ
と
を
知
る
と
、
頻
繁
に
や
っ
て
来

て
挨
拶
し
た
り
、
慈
済
の
こ
と
を
聞
い
た
り
す

る
と
共
に
、
よ
く
野
菜
や
果
物
、
ケ
ー
キ
を

持
っ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

き
残
っ
て
も
、
家
族
を
失
っ
た
後
、
壊
れ
た
家

で
一
人
、
そ
の
苦
し
み
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
相
手

の
身
に
な
っ
て
、
静
か
に
お
年
寄
り
た
ち
の
話

に
耳
を
傾
け
た
後
、
温
か
く
ハ
グ
し
た
。

悲
し
み
を
拭
い
去
り
　

扇
状
に
広
が
っ
た
縁

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
チ
ー
ム
を

組
ん
で
被
災
状
況
の
調
査
と
再
確
認
を
す
る
た

め
、
政
府
機
関
と
施
設
を
尋
ね
た
。
一
月
、
三
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が
る
よ
う
に
善
の
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
れ
は
と
て
も
意
義
深
い
こ
と
だ
か
ら
だ
。

六
つ
の
町
村
で
七
回
の
配
付
活
動
を
行
う
に

は
、
多
く
の
人
手
が
必
要
だ
っ
た
。
言
語
と
文

化
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
中
華
系
が
主
な
慈
済

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
多
く
の
住
民
は
よ

く
知
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
電
話
を
し
て
も
詐
欺

だ
と
間
違
わ
れ
、
す
ぐ
に
切
ら
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

英
語
、
中
国
語
を
話
せ
る
地
元
住
民
を
募
集
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
た
。
六
月
三
日
、

慈
済
は
パ
イ
ポ
ル
タ
で
最
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
説
明
会
を
開
い
た
。
地
元
の
中
華
料
理

店
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
鄭
小
玲
（
ヅ
ン
・
シ
ャ
オ

リ
ン
）
さ
ん
が
、
無
償
で
営
業
し
て
い
な
い
午

後
の
時
間
帯
に
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
く
れ

た
。
「
人
は
生
活
の
た
め
だ
け
に
生
き
る
の
で

は
な
く
、
誰
か
を
助
け
る
た
め
に
最
善
を
尽
く

す
べ
き
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
生
き
て
い
る
意
味

な
の
で
す
」
と
彼
女
は
言
っ
た
。
鄭
さ
ん
は
い

つ
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
に
昼
食
を
作

り
、
一
味
違
っ
た
美
味
し
い
菜
食
料
理
を
提
供
し

て
く
れ
た
。
こ
の
親
切
な
心
遣
い
は
、
半
年
間
、

被
災
地
を
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

被
災
し
た
当
時
を
振
り
返
っ
た
あ
る
女
性
は
、
真
っ

先
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
ア
ル
バ
ム
を
救
う
こ
と

だ
っ
た
、
と
い
う
。
結
婚
式
で
母
が
化
粧
し
て
く
れ
た

事
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
、
家
族
の
良
い
思
い
出

が
詰
ま
っ
た
ア
ル
バ
ム
だ
か
ら
だ
。（
撮
影
・
梁
欣
伶
）
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テ
レ
サ
さ
ん
は
、
水
害
で
家
具
が
全
部
壊
れ

た
が
、
九
十
歳
近
い
両
親
も
、
家
が
損
壊
し
た

た
め
、
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
建
築

士
の
彼
女
は
、
慈
済
が
支
給
し
た
買
い
物
カ
ー

ド
が
両
親
の
三
カ
月
分
の
生
活
費
に
な
り
、
自

分
も
他
の
慈
善
団
体
の
支
援
を
受
け
て
い
る
の

で
、
少
し
ず
つ
家
庭
の
再
建
が
進
ん
で
お
り
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
る
と
言
っ
た
。

或
る
お
婆
さ
ん
は
、
買
い
物
カ
ー
ド
を
受
け

取
っ
て
教
会
を
出
た
時
、
広
場
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
配
付
し
て
い
る
慈
済
人
の
姿
を
見
て
、
再
び

涙
を
流
し
た
。
。
災
害
か
ら
十
カ
月
経
っ
た
今

で
も
、
被
災
し
た
人
た
ち
は
、
言
い
尽
く
せ
な

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
心
を
落
ち
着
か
せ
た
。

六
月
下
旬
か
ら
は
、
様
々
な
町
の
被
災
世
帯

に
配
付
活
動
の
知
ら
せ
を
届
け
る
作
業
を
始
め

た
。
ピ
カ
ー
ニ
ャ
の
エ
ミ
リ
ア
社
会
局
長
も
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
連
れ
て
、
十
本
の
ル
ー
ト

に
分
か
れ
て
各
世
帯
に
届
け
た
。

宗
教
を
超
え
、

円
満
に
終
え
た
配
付
活
動

ス
ペ
イ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、

台
湾
、
そ
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
十
の
国
と

い
多
く
の
重
い
感
情
を
心
に
抱
え
て
お
り
、
彼

ら
は
悲
し
み
を
脇
に
置
い
て
前
に
進
み
、
新
し

い
生
活
を
し
て
い
く
し
か
な
い
こ
と
を
知
っ

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
も
感
極
ま
っ
た
。

ウ
テ
ィ
エ
ル
の
町
に
あ
る
数
百
年
の
歴
史
を

持
つ
聖
母
被
昇
天
教
会
が
、
物
資
配
付
の
会
場

に
な
っ
た
。
日
曜
日
の
ミ
サ
の
時
と
同
じ
よ
う

に
、
ク
リ
ス
ト
バ
ル
神
父
は
、
慎
重
に
六
本
の

大
き
な
白
い
蝋
燭
に
火
を
灯
し
、
厳
粛
さ
と
神

聖
さ
を
象
徴
し
な
が
ら
、
慈
済
に
よ
る
物
資
配

付
に
祝
福
を
与
え
て
く
れ
た
。

慈
済
基
金
会
宗
教
処
欧
・
米
・
ア
フ
リ
カ
会

務
室
の
呂
宗
翰
（
リ
ュ
ー
・
ヅ
ォ
ン
ハ
ン
）
室

地
域
か
ら
五
十
人
余
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆

け
つ
け
、
七
月
八
日
に
被
災
地
に
集
合
し
て
配

付
の
準
備
に
あ
た
っ
た
。

七
月
九
日
、
被
災
し
た
中
華
系
実
業
家
へ
の

配
付
に
続
き
、
七
月
十
日
に
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

聖
母
教
会
で
配
付
活
動
が
行
わ
れ
た
。
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
で
あ
る
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
モ
ン

サ
さ
ん
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
参
加
を
促
す
た
め
に
、
配
付
手
順
を
説
明
し

た
ビ
デ
オ
を
作
成
し
た
だ
け
で
な
く
、
段
ボ
ー

ル
で
プ
レ
ー
ト
を
作
り
、
関
連
書
類
に
被
災
者

が
署
名
す
る
欄
を
示
し
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
配
付
手
順
に
慣
れ
る
よ
う
手
助
け
を
し
た
。
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慈
済
の
歌
に
合
わ
せ
て
、
し
な
や
か
な
手
つ
き

で
手
語
を
披
露
し
た
時
、
会
場
は
神
聖
で
温
か

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
最
後
に
大
き
な
拍
手
が

響
き
渡
っ
た
瞬
間
、
今
ま
で
の
苦
労
が
価
値
あ

る
も
の
に
な
っ
た
、
と
語
っ
た
。

被
災
地
に
は
常
設
の
慈
済
連
絡
所
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
異
国
で
言
い
尽
く
せ
な

い
苦
労
は
あ
る
が
、
パ
イ
ポ
ル
タ
の
若
い
お
母

さ
ん
の
、
「
世
界
か
ら
私
た
ち
が
忘
れ
ら
れ
た

時
、
慈
済
が
依
然
と
し
て
私
た
ち
の
苦
し
み
を

心
配
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
時
、
あ
ら
ゆ
る
苦
労
が
消
え

去
っ
た
。
（
資
料
の
提
供
・
王
素
真
、
潘
静
涵
）

(

慈
済
月
刊
七
〇
五
期
よ
り)

長
が
、
慈
済
を
代
表
し
て
挨
拶
し
、
「
台
湾
の

仏
教
団
体
が
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で

物
資
の
配
付
を
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
宗
教
が

融
合
し
た
美
し
い
奇
跡
で
あ
り
、
ま
た
今
の
世

界
が
最
も
必
要
と
し
て
い
る
大
愛
精
神
で
す
」

と
述
べ
た
。
「
慈
済
人
が
来
る
の
が
遅
く
な
っ

て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
皆
さ
ん
を

支
援
す
る
た
め
に
、
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
最

も
感
謝
し
た
い
の
は
、
多
く
の
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
手
伝
い
で
す
。
皆
さ
ん
が

い
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
配
付
は
円
満
に
終
了

で
き
ま
し
た
！
」
。
神
父
は
、
『
新
約
聖
書
・
ル

カ
に
よ
る
福
音
書
』
に
あ
る
「
善
き
サ
マ
リ
ア

人
」
の
た
と
え
話
を
引
用
し
、
「
隣
人
を
自
分

の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
」
と
い
う
一
節
の
真
意

を
説
き
、
遠
方
か
ら
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来

た
こ
と
に
深
く
感
動
し
た
と
言
っ
た
。
そ
し
て

住
民
に
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
不
請
の
師
」

精
神
を
学
ぶ
よ
う
励
ま
し
た
。

慈
済
人
が
調
査
を
始
め
た
時
か
ら
ず
っ
と
協

力
し
て
く
れ
た
地
元
の
中
華
系
実
業
家
の
陳
耀

明
（
チ
ェ
ン
・
ヤ
オ
ミ
ン
）
さ
ん
は
、
配
付
活

動
の
終
盤
、
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
き
で

互
い
に
手
を
繋
い
で
、
皆
で
『
家
族
』
と
言
う

買
い
物
カ
ー
ド
を
配
付
し
た
会
場
で
、
地
元
ス
ペ

イ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
第
一
線
で
役
割
を
担
っ

て
同
胞
に
奉
仕
し
た
。
チ
バ
に
あ
る
教
会
で
、
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
両
手
を
添
え
て
買
い
物
カ
ー
ド
を

渡
し
て
い
た
。
（
撮
影
・
王
素
真
）
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● ��7 月 9 日〜 15 日に計 7回実施。
● ��世帯人数によるカード額面：

配付世帯の統計

1〜 2人｜ 600 ユーロ

3〜 4人｜ 900 ユーロ

5人以上｜ 1,200 ユーロ
慈済ものがたり 98

スペインの洪水被害　慈済の支援

バレンシア州の被害が最も大きく、多くの河川が増水し、
排水システムが機能しなくなり、道路が寸断され、建物
が損壊し、停電と通信遮断が発生した。

州都バレンシアは二千年以上の歴史を有し、マドリード
とバルセロナに次ぐスペイン第三の都市で、伝統的な火
祭り（ラス・ファジャス）はユネスコ無形文化遺産に登
録されている。

背景

原因

被災地域

DANA はこの地域では秋によく見られる特殊な気象現象
で、上空の寒気団と地中海の暖かい気流が交差すること
によって、激しい対流を引き起こし、大雨をもたらす。
気候変動により、この現象はより頻繁、より激しいもの
となった。

2024 年 10 月 29 日から 30 日にかけて、スペイン東部
で豪雨による鉄砲水が発生し、200 人以上が亡くなった。
これは、スペインでは 1996 年以降、ヨーロッパでは
1967 年以降最悪の洪水被害である。

町村	 配付世帯数

ピカーニャ Picanya	               1,507 世帯

パイポルタ Paiporta	                890 世帯

ウティエル Utiel	                      222 世帯

カタルーニャ Catarroja	           205 世帯

チバ Chiva	                       173 世帯

ベネトゥッセル Benetússer       47 世帯

世帯3,044合計

首都

深刻な被災地と
慈済のケア地域

国境線

ピカーニャ

フランス

地中海

マド
リード

パイポルタ

ウティエル

カタルーニャ

チバ
ベネトゥッセル

州都バレンシア

バレンシア州

スペイン

モロッコ
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軌
跡

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
れ
ば
、
慈
済
人
も
安
心
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ

が
菩
薩
の
無
私
の
大
愛
で
あ
り
、
衆
生
を
苦
し

み
か
ら
救
う
た
め
に
投
入
し
て
い
る
の
で
す
」
。

ま
た
上
人
は
、「
慈
誠
の
師
兄
た
ち
が
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
投
入
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
委

員
の
師
姉
た
ち
も
同
行
し
て
、
暑
い
日
に
も
食

欲
が
出
る
よ
う
な
食
事
を
用
意
し
た
り
、
い
つ

で
も
水
分
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
を
し
た
り
で
き

る
よ
う
に
、
皆
の
世
話
を
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ち
は
、
修
繕
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
、

日
焼
け
し
て
赤
く
な
っ
た
顔
や
腕
に
軟
膏
を

塗
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
」
と
言
い
ま
し
た
。

上
人
は
、
師
兄
・
師
姉
た
ち
が
、
被
災
者
が

は
強
い
日
差
し
の
下
で
仕
事
を
し
、
ひ
ど
く
日

焼
け
し
ま
し
た
。
画
面
か
ら
も
、
彼
ら
の
肌
が

日
焼
け
し
て
赤
く
な
っ
た
り
、
黒
ず
ん
だ
り
し

て
い
る
の
が
分
か
り
、
と
て
も
心
が
痛
み
ま
し

た
」
と
言
い
ま
し
た
。

台
風
十
八
号
（
ダ
ナ
ス
）
に
よ
る
突
風
で
屋
根

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
降
り
続
く
集
中
豪
雨
で
被

災
世
帯
は
更
な
る
苦
境
に
陥
り
ま
し
た
。
基
金

会
営
建
処
の
ス
タ
ッ
フ
や
請
負
業
者
の
作
業

チ
ー
ム
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
七
月
十
七

日
か
ら
嘉
義
・
台
南
地
区
で
被
災
し
た
家
屋
の

修
繕
を
始
め
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
の
苦
労
に
は
心

が
痛
み
ま
す
が
、
人
が
多
け
れ
ば
力
も
大
き
く

な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
よ
り
早
く
完
成
す
る

菩
薩
が
安
ら
ぐ
時

苦
し
む
衆
生
に
心
が
痛
み
、
奉
仕
の
苦
労
を
厭
わ
な
い
の
が
、
菩
薩
の
無
私
の
大
愛
で
す
。

住
民
が
平
穏
に
暮
ら
せ
れ
ば
、

慈
済
人
は
安
心
す
る

八
月
十
一
日
、
基
金
会
主
任
た
ち
が
慈
善
活

動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
潘
機
利

（
パ
ン
・
ジ
ー
リ
ー
）
師
兄
、
呉
宗
樺
（
ウ
ー
・

ヅ
ォ
ン
フ
ヮ
）
師
兄
、
李
琇
釧
（
リ
ー
・
シ
ユ
ウ

ツ
ァ
ン
）
師
姉
た
ち
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
台
風

ダ
ナ
ス
被
害
に
お
け
る
高
雄
の
修
繕
チ
ー
ム
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
上
人
は
、

「
自
然
災
害
は
抗
し
が
た
い
も
の
で
す
。
ひ
と
た

び
発
生
す
れ
ば
、
大
規
模
な
動
員
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
南
部
の
慈
済
人
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
支

援
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
炊

き
出
し
に
始
ま
っ
て
、
緊
急
支
援
、
そ
し
て
現

在
の
修
繕
作
業
に
至
る
ま
で
、
本
当
に
大
変

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年
の
夏
は
非
常
に

暑
く
、
特
に
南
部
は
気
温
が
高
か
っ
た
の
で
す

が
、
南
部
の
慈
済
人
に
加
え
、
北
部
、
中
部
か

ら
も
慈
済
人
が
投
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら

◎
文
・
釋
徳

／
訳
・
済
運
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チ
ー
ム
に
対
し
、
安
全
に
気
を
配
り
、
自
分
た
ち

の
健
康
に
気
を
付
け
、
互
い
に
気
遣
う
よ
う
促

し
ま
し
た
。「
あ
な
た
方
の
苦
労
を
忍
び
な
く
思

い
ま
す
が
、
私
は
と
て
も
敬
服
し
て
お
り
、
大
愛

を
発
揮
し
て
こ
の
世
に
幸
福
を
も
た
ら
し
、
被

災
し
た
住
民
が
一
日
も
早
く
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
こ
と
に
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
」
。

全
て
が
自
発
的
　
奉
仕
と
同
時
に
感
謝

今
年
、
台
湾
は
地
震
や
台
風
、
集
中
豪
雨
に

よ
っ
て
、
一
部
の
地
域
で
災
難
が
発
生
し
ま
し

一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
願
う
気

持
ち
か
ら
、
苦
労
を
厭
わ
ず
、
心
身
を
投
入
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
た
。
被
災

地
に
は
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
病
気
を
抱

え
た
住
民
も
お
り
、
彼
ら
は
屋
根
が
突
風
で
飛

ば
さ
れ
、
雨
が
降
り
続
く
苦
境
の
中
、
無
力
を

感
じ
て
い
ま
す
。「
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
ほ
ど
多
く
の
愛
を
携
え
た
人
が
家
に
来
て
関

心
を
寄
せ
た
り
、
修
繕
を
手
伝
っ
た
り
し
て
く

れ
な
か
っ
た
ら
、
彼
ら
は
ど
う
や
っ
て
暮
ら
し

て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
彼
ら

被
災
後
の
修
繕
は
屋
根
が
重
点
だ
っ
た
が
、
住
民
が

環
境
を
回
復
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
予
定
外
の

奉
仕
を
提
供
し
た
。
七
股
頂
山
里
の
或
る
家
で
、
リ

レ
ー
式
に
廃
棄
物
を
運
び
出
し
た
。
（
撮
影
・
黄
筱
哲
）

は
皆
、
慈
済
人
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
」
。

「
こ
の
世
に
は
仏
や
菩
薩
が
必
要
で
す
。
仏
陀

は
こ
の
世
の
慈
父
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
先
ほ

ど
、
父
の
日
も
休
ま
ず
、
仕
事
を
続
け
た
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
こ
そ
仏
法
で
言
う
『
大
慈

悲
の
父
』
で
あ
り
、
大
慈
悲
仏
な
の
で
す
。
苦

し
み
を
抱
え
る
住
民
や
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
、
屋
根
の
な
い
家
で
安
心
し
て
住
め
な
い
こ

と
を
忍
び
な
く
思
い
、
強
い
日
差
し
の
下
で
作

業
を
急
い
で
い
ま
す
。
専
門
の
作
業
員
に
連
絡

し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
人
員
を
増
や
し
て
、
早

く
工
事
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
で
、
皆
が
休
め
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
。
上
人
は
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た
。
現
地
の
慈
済
人
が
直
ち
に
緊
急
支
援
を
開

始
す
る
と
同
時
に
、
他
の
地
方
か
ら
の
法
縁
者

も
応
援
に
来
ま
し
た
。
「
こ
れ
は
、
台
湾
の
慈
済

人
が
長
年
培
っ
て
き
た
暗
黙
の
了
解
で
あ
り
、

み
ん
な
で
自
発
的
に
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ
ま

す
」
と
上
人
が
言
い
ま
し
た
。

「
こ
の
世
に
私
が
愛
さ
な
い
人
は
な
く
、
許

せ
な
い
人
も
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
感

謝
し
な
い
人
は
い
な
い
た
め
、
許
す
必
要
の
あ

る
人
も
い
な
い
の
で
す
。
私
は
誰
と
も
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
こ
と
は
な
く
、
誰
も
が
私
を
助
け

て
く
れ
て
お
り
、
た
と
え
私
を
邪
魔
す
る
人
た

ち
で
も
、
私
を
助
け
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
お
か
げ

で
、
私
は
こ
の
世
の
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
私
が
困
っ
て
い

る
時
に
、
助
け
に
来
て
く
れ
た
人
た
ち
に
は
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
に
偏
見
を
持
つ
人

た
ち
は
、
私
に
謙
虚
に
な
る
よ
う
警
告
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
傲
慢
に
な
ら
ず
、
絶
え
ず
謙
虚

に
小
さ
く
、
私
の
存
在
が
見
え
ず
、
目
障
り
に

な
ら
な
い
よ
う
に
な
る
ぐ
ら
い
謙
虚
に
な
る
の

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
逆
に
大
愛
を
広
め
る
こ

と
が
で
き
、
よ
り
多
く
の
人
が
私
た
ち
の
よ
う

に
、
見
返
り
を
求
め
ず
に
奉
仕
す
る
だ
け
で
な

く
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で

す
。
援
助
を
受
け
た
人
も
愛
を
奉
仕
す
る
こ
と

返
り
を
求
め
ず
、
何
に
も
執
着
し
な
い
こ
と
が
、

『
空
』
な
の
で
す
。
『
空
』
が
あ
っ
て
こ
そ
、『
妙

有
』
が
あ
り
、
清
浄
な
仏
性
に
回
帰
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
」
と
喚
起
を
促
し
ま
し
た
。

「
も
し
奉
仕
し
た
後
も
、
ど
う
し
て
相
手
は

私
に
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の

か
、
と
気
に
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
感
謝
の
気

持
ち
を
受
け
取
っ
た
と
し
て
も
表
面
的
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
い
、
見
返
り
を
求
め
た
奉
仕
に

な
り
、
妙
法
の
領
域
に
は
程
遠
い
の
で
す
。
愛
を

持
っ
て
奉
仕
す
る
時
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表

し
、感
謝
の
心
が
あ
っ
て
こ
そ
、法
悦
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
」
。（
慈
済
月
刊
七
〇
七
期
よ
り
）

が
で
き
、
人
々
が
お
互
い
に
感
謝
し
合
う
の
で

す
。
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
い
う
言
葉

で
、
愛
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
益
々
広
が
り
、
清
浄

無
垢
な
大
愛
が
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
を
覆
う
よ

う
に
な
り
ま
す
」
。

上
人
は
慈
済
人
に
、「
皆
さ
ん
に
自
分
の
人
生

を
振
り
返
る
よ
う
に
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
自

分
の
人
生
で
こ
の
世
に
貢
献
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
自
分
で
そ
れ
を
肯
定
し
賞
賛
す
る
こ
と

で
す
が
、
傲
慢
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、『
真
空
妙
有
』
と
い
う
絶
妙
な
仏
法
を
手
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
世
の

た
め
に
多
く
の
こ
と
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
見



　

2026・1107 慈済ものがたり 106

出
来
事

慈
済
の台

湾  Taiw
an

●��

設
立
し
て
８
０
年
に
な
る
台
湾
更
生
保
護
会
は
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楊
九
如
（
ヤ
ン
・

ジ
ュ
ウ
ル
ー
）
さ
ん
を
含
む
、
１
０
人
の
傑
出
し
た
更
生
補
導
員
を
表
彰
し
た
。
彼
は
一
度

誤
っ
た
人
生
に
足
を
踏
み
入
れ
た
が
、
出
所
し
た
後
に
人
生
を
や
り
直
し
、
こ
の
十
数
年
間
、

刑
務
所
や
学
校
を
訪
れ
て
は
講
演
を
し
て
き
た
。
彼
の
人
生
ス
ト
ー
リ
ー
が
大
愛
劇
場
『
九

如
一
家
人
』
と
し
て
放
映
さ
れ
た
。

●��

慈
済
と
花
蓮
県
政
府
は
、
大
愛
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ル
の
建
設
で
合
意
し
た
。「
０
４
０
３

花
蓮
地
震
」
被
災
者
に
、
自
宅
再
建
中
の
仮
住
ま
い
と
し
て
提
供
し
、
そ
の
後
は
公
営
住
宅

に
な
る
。
２
０
２
４
年
９
月
に
起
工
し
、
２
０
２
５
年
１
１
月
１
５
日
に
入
居
が
始
ま
っ
た
。

1810

2311

◎
訳
・
済
運

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

Indonesia

●�

慈
済
第
二
教
育
志
業
パ
ー
ク
が
２
０
２
４
年
９
月
２
６
日
に
起
工
し
、
１
３
カ
月
を
経
て
、

今
年
１
０
月
２
５
日
に
集
会
所
の
上
棟
式
が
行
わ
れ
た
。
面
積
が
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
パ
ー

ク
に
は
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
図
書
館
、
運
動
場
、
実
験
室
、
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
人

文
教
育
教
室
な
ど
が
あ
り
、
２
０
２
６
年
４
月
末
に
竣
工
し
、
７
月
か
ら
幼
稚
園
と
小
学

府
の
許
可
を
得
て
、
被
災
地
で
被
災
状
況
の
視
察
を
行
い
、
１
０
月
１
９
日
に
タ
イ
グ
エ
ン

省
で
１
０
０
０
袋
の
米
と
１
０
０
０
本
の
食
用
油
を
配
付
し
た
。

●

�

そ
の
後
の
寄
り
添
い
支
援
と
し
て
、
１
１
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
ゲ
ア
ン
省
の
学
校
５
校
に

１
０
０
０
人
分
の
助
学
金
を
配
付
す
る
と
共
に
、
一
部
の
学
生
に
学
習
用
品
を
配
付
し
た
。

ま
た
、
当
省
の
２
０
世
帯
に
、
一
世
帯
当
た
り
７
０
０
０
万
ド
ン
（
約
４
万
２
千
円
）
の
建

設
費
用
を
提
供
し
た
。

●

�

引
き
続
き
被
災
し
た
ゲ
ア
ン
省
の
１
０
０
０
世
帯
と
ハ
テ
ィ
ン
省
の
８
０
０
世
帯
に
は
、
冬

季
の
配
付
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

●�

台
風
２
０
号
と
２
１
号
が
続
け
て
９
月
と
１
０
月
に
ベ
ト
ナ
ム
を
襲
っ
た
。
慈
済
は
現
地
政

ベ
ト
ナ
ム 

Vietnam
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●�

昨
年
、
台
風
１
１
号
（
ヤ
ギ
）
で
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
北
部
の
チ
ェ
ン
マ
イ
と
チ
ェ
ン

ラ
イ
の
２
県
で
は
、
慈
済
が
緊
急
支
援
し
た
後
、
恒
久
住
宅
の
支
援
建
設
を
開
始
し
た
。
一
年
後
、

チ
ェ
ン
マ
イ
県
メ
ー
ア
イ
郡
タ
ー
ト
ン
町
パ
ー
タ
イ
村
で
１
０
戸
の
大
愛
住
宅
が
引
き
渡
さ
れ
、

メ
ー
サ
ロ
ン
村
で
は
６
戸
の
大
愛
住
宅
が
１
１
月
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。（
１
０
月
２
８
日
）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

N
ew

 Zealand

タ
イ 

Thailand

●�

慈
済
は
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
テ
・
ア
ラ
タ
イ
高
校
と
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
小
学
校
で
、

本
年
度
の
奨
学
金
授
与
式
を
行
っ
た
。
９
名
の
低
所
得
家
庭
の
優
秀
な
生
徒
が
奨
学
金
を

獲
得
し
、
テ
・
ア
ラ
タ
イ
高
校
の
１
９
名
の
生
徒
が
制
服
の
補
助
を
受
け
た
。
こ
の
奨
学

金
制
度
は
２
０
１
４
年
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
１
０
月
２
８
日
）

グ
ア
テ
マ
ラ 

G
uatem

ala

●��

サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
市
は
今
年
の
雨
季
に
溢
れ
た
湖
水
で
酷
く
冠
水
し
、
市
長
は
慈
済
に
支
援

を
求
め
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
０
月
１
９
日
に
現
地
視
察
を
し
た
後
、
被
災
世
帯
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
、
米
と
福
慧
ベ
ッ
ド
及
び
６
４
５
枚
の
ト
タ
ン
板
を
用
意
し
、
市
政
府
と
協
力

し
て
９
６
世
帯
に
配
付
し
た
。
（
１
１
月
２
日
）

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国 

Dom
inican

●��

１
０
月
末
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
メ
リ
ッ
サ
が
カ
リ
ブ
海
に
来
襲
し
、
ド
ミ
ニ
カ
の
南
西
部
と

バ
ニ
州
ラ
ス
コ
リ
ナ
ス
は
、
連
日
の
大
雨
と
河
の
上
流
の
開
発
の
影
響
で
、
大
量
の
泥
が

２
１
５
戸
の
住
宅
に
流
れ
込
み
、
家
具
や
電
化
製
品
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
首
都

サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
０
月
３
０
日
に
現
地
で
視
察
を
行
っ
た
。
現
地
の

公
立
学
校
を
退
職
し
た
校
長
先
生
と
研
修
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ヨ
セ
リ
ン
の
案
内
で
被
災

者
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
１
１
月
２
３
日
に
配
付
が
行
わ
れ
た
。

校
の
生
徒
を
募
集
す
る
予
定
で
あ
る
。



●�
１
１
月
初
め
に
竜
巻
被
害
に
遭
っ
た
南
部
の
パ
ラ
ナ
州
で
は
、
９
割
の
家
屋
と
公
共
施
設
が

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
隣
接
す
る
パ
ラ
グ
ア
イ
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ブ
ラ
ジ
ル
消
防

局
が
協
力
し
て
６
ト
ン
の
物
資
を
寄
付
し
、
４
０
０
世
帯
を
支
援
し
た
。
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●�

１
１
月
４
日
、
台
風
２
５
号
（
カ
ル
マ
エ
ギ
）
が
セ
ブ
市
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
１
月
８
日
か
ら
１
１
日
ま
で
現
地
視
察
と
同
時
に
、
被
災
後
の
感
染
症

パ
キ
ス
タ
ン 

Pakistan

フ
ィ
リ
ピ
ン 

Philippines

●�

今
年
６
月
の
雨
季
に
発
生
し
た
大
洪
水
被
害
に
対
し
て
、
慈
済
は
ケ
ア
基
金
会
、
マ
デ
ィ
ナ

イ
ス
ラ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
シ
ル
カ
ッ
ト
・
ガ
ー
の
３
つ
の
団
体
と
協
力
し
、
パ
ン
ジ
ャ

ブ
州
と
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
の
７
５
０
０
世
帯
に
食
糧
セ
ッ
ト
を
配
付
し
た
。

１
１
月
１
６
日
か
ら
５
万
人
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

●��

慈
済
ト
ル
コ
連
絡
所
は
マ
ン
ナ
ハ
イ
国
際
学
校
で
、
４
日
間
に
わ
た
る
１
９
回
の
冬
季
配
付

活
動
を
行
っ
た
。
シ
リ
ア
人
ケ
ア
世
帯
以
外
に
、
ト
ル
コ
の
貧
困
世
帯
に
生
活
補
助
金
を
支

給
す
る
と
共
に
、
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る
ガ
ザ
の
人
た
ち
の
た
め
に
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

（
１
１
月
７
日
〜
１
０
日
）

ト
ル
コ 

Turkiye

治
療
の
た
め
の
抗
生
物
質
を
タ
リ
ザ
イ
市
な
ど
幾
つ
か
の
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
届
け
、
６
７
８

世
帯
に
食
糧
と
生
活
物
資
を
配
付
し
た
。
そ
の
後
は
被
災
者
リ
ス
ト
の
入
手
状
況
と
政
府
の

再
建
計
画
に
よ
っ
て
、
再
び
緊
急
祝
福
金
ま
た
は
生
活
安
定
祝
福
金
を
１
万
世
帯
あ
ま
り
に

届
け
る
予
定
で
あ
る
。

●�

１
１
月
９
日
に
は
台
風
２
６
号(

フ
ォ
ン
ウ
ォ
ン)

が
上
陸
し
、
オ
ー
ロ
ラ
省
で
３
万
を
超

え
る
人
が
避
難
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
テ
ィ
ン
ガ
ラ
ン
町
を
視
察
し
た
後
、
６
０
０
世
帯

を
対
象
に
２
５
キ
ロ
の
米
と
生
活
物
資
を
配
付
し
、
家
屋
が
全
壊
し
た
世
帯
に
は
、
家
族
構

成
に
応
じ
て
、
円
換
算
で
６
万
円
か
ら
９
万
円
の
祝
福
金
を
配
付
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル 

Brazil
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明日の地球を守る　今こそ行動を！

マレーシアで２０２６年２月まで開催されている「グリーンアクション体験

型展示会（Green Action Experiential Exhibition）」は、マルチメディ

アによるインタラクティブ装置とインスタレーションアートで芸術創作を

融合させ、来場者に環境保護の実践について考えることを呼びかけている。

全長１１メートルの巨大なクジラが堂々と頭を上げて、クアラルンプール

静思堂の入口で来場者を迎え、中には１万本を超えるペットボトルで作ら

れた「尽きない欲望」トンネルがある。この回収資源で作られた創意あふ

れる世界において、来場者は観客ではなく、地球の明日を左右する“主役”

なのである。（撮影・黄勇雄）


